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図　面　リ　ス　ト

既設仕上表 長寿命化型改善仕上表

計　1,185.70 ㎡

長寿命化型改善工事概要

２．改修建物用途　　 共同住宅（第Ａ棟）（第Ｂ棟）

１．工事場所　　　　 志摩市　磯部町　山田　地内

３．改修建物規模　　（第Ａ棟）　鉄筋コンクリート造４階建　延床面積　592.85 ㎡

　　　　　　　　　　（第Ｂ棟）　鉄筋コンクリート造４階建　延床面積　592.85 ㎡

４. 改修内容 外壁塗装改修　ベランダ防水改修　小庇防水改修　躯体打継目地及びサッシ廻りコーキング改修

電気盤塗装　外灯改修　引込盤取替改修　階段室及び外灯ＬＥＤ照明取替え　屋根高圧洗浄及び塗装　

花壇その他植樹伐採

屋根仕上げ 洋瓦（スパニッシュ風・陶器）葺き

外壁仕上げ

(中央階段室含む)

コンクリート打放し下地　　アクリル系吹付けタイル

躯体打継部　ポリサルファイド系シーリング　10×20

躯体打継部　小口タイル貼り

(中央階段室含む)

外壁改善工事

屋根改善工事 既設　洋瓦（スパニッシュ風・陶器）葺き

事前調査（屋根面目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

瓦ひび割れ部シーリング防水処理　　変成シリコーン(２成分系）5×5

ケラバ固定釘打込み修繕　　釘頭：変成シリコーン防水処理

棟瓦廻りシーリング防水処理　　変成シリコーン（２成分系) 10×10

棟瓦小口モルタル詰め現況改修

前面下地調整　　ＲＣ種

全面塗装　　　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ａ-１種）

既設　コンクリート打放し下地　　アクリル系吹付けタイル

事前調査（外壁面目視、マーキング、計測、図面記入）

改修サッシ廻り変成シリコーンシーリング（２成分系） 10×10 

既設サッシ廻りシーリング 10×10 撤去

躯体打継部目地シーリング撤去　10×20

改修躯体打継部目地変成シリコーン（２成分系)　10×20

既設窓サッシ手摺り　　取り外し及び復旧

高圧水洗（10～15 MPa）

竪樋 ＶＰΦ75　ＯＰ塗装　　掴み金物：ステンレス 竪樋改善工事 既設　ＶＰΦ75　ＯＰ塗装　　掴み金物：ステンレス

下地調整　ＲＣ種

塩ビ製角　Ｗ＝120　ＯＰ塗装　掴み金物：ステンレス軒樋

バルコニー防水 床モルタルコテ下地　　ウレタン系塗膜防水　トップコート仕上げ バルコニー防水

軒樋改善工事 既設　塩ビ製角　Ｗ＝120　ＯＰ塗装　掴み金物：ステンレス

軒樋　既設塩ビ製角 W=120 取替え　　既設軒樋撤去処分

パナソニックエアロアイアン（前高１６５ワイド）同等品　掴み金物：ステンレス

既設　床モルタルコテ下地　　ウレタン系塗膜防水　トップコート仕上げ

下地　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場）既設防水の上　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

１階　100角タイル貼り　モルタルコテ押え仕上げ中央階段室床

改善工事

中央階段室床 既設　１階　100角タイル貼り　モルタルコテ押え仕上げ

小庇防水 防水モルタルコテ押え仕上げ 小庇防水改善工事 既設　防水モルタルコテ押え仕上げ

(平場・立上り共)　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場・立上り共）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　１階～４階床　モルタルコテ押え下地　ウレタン系弾性塗り床 t=1.5仕上げ１階～４階床　モルタルコテ押え下地　ウレタン系弾性塗り床 t=1.5仕上げ

床　モルタルコテ押え仕上げ

壁・天井　コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

１階ピロティ

改善工事

１階ピロティ 既設　床 モルタルコテ押え仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　壁・天井　コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

事前調査（壁面、天井面　目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法　　

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法

配置図　付近見取図　面積表

１階平面図

２階平面図

３階平面図

立面図

断面詳細図（１）

断面詳細図（２）

断面詳細図（３）

敷地面積・建築面積・床面積 求積図

４階平面図

断面詳細図（４）

断面詳細図（５）

１階建具指示図

２階建具指示図

３階建具指示図

４階建具指示図

屋根建具指示図

屋根平面図　屋根改修詳細図

建具表（１）

建具表（２）

(Ａ棟)(Ｂ棟)１階ピロティ平面詳細図

(Ａ棟)(Ｂ棟)１階ピロティ展開図　天井伏図

(Ａ棟)(Ｂ棟)分電盤等鉄部塗装工事  詳細図

仮設計画図（参考図）（１）屋根平面図

仮設計画図（参考図）（２）階段室平面図

仮設計画図（参考図）（３）立面図（１）

仮設計画図（参考図）（４）立面図（２）

(Ａ棟)(Ｂ棟)鋼製建具、外灯ポール塗装工事

(Ａ棟)(Ｂ棟)バルコニー防水平面詳細図　断面図

外構改修工事　配置図　詳細図
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特記仕様書（電気：改修）

配置図

(照明器具改修)１階平面図　照明器具姿図

－Ｆ 01 概略工程表（参考図）

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

１階バルコニー　エポキシ樹脂塗床（平場、立上り共）

(立上り・笠木）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

仕上塗装　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ｃ種）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

既設　有孔ケイカル板 t=6下地　アクリル系吹付けタイル

高圧水洗（10～15 MPa）

ボード下地天井

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

仕上材　　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

ボード下地天井 有孔ケイカル板 t=6下地　アクリル系吹付けタイル

※　クラック補修　　ボンドＵカットシール工法（仕上面積の５％ｍ/㎡を目安とする）

※　瓦ひび割れ部シーリング防水処理（瓦面積の５％ｍ/㎡を目安とする）

電気設備改善工事 外灯　ＬＥＤ照明器具取替え

引込盤（ステンレス：既製品）取替え　　外灯ポール点検蓋取替え

分電盤,鋼製建具等鉄部

塗装改善工事

既設　焼付塗装及びＯＰ塗装

下地調整　　ＲＣ種

外部改善工事 花壇等外部植樹　伐採撤去　花壇 真砂土敷き(0～5㎜）t=30

インターロッキングブロック舗装面　高圧水洗（30～50 MPa）　建物廻り雑草刈り

仕上塗装　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ｃ種）

外灯ポール　下地調整：ＲＣ種　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ｃ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

引込盤

照明器具電気設備

花壇等外部植樹　建物廻り草外部改修工事

分電盤,鋼製建具等鉄部 焼付塗装及びＯＰ塗装
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令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 02特記仕様書（１） N・ S

５）

・

１．共通仕様

章 章 章項目 特記事項 項目 特記事項 特記事項項目

章

１

項目 特記事項

という。）による。

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建

による。図面、本特記仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれ

（３）本特記仕様書の表記
１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
２）特記事項は、　印の付いたものを適用する。

４）特記事項に記載の （　.　.　） 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

３）特記事項に記載の ［　.　.　］ 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を

Ⅱ　建築改修工事仕様

第26条（臨機の処置）によって処理されたものとする。

の保全措置を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約書

事
項

通
共

次の基準による。

・建築物解体工事共通仕様書（平成24年版）国土交通省大臣官房官庁営繕部

２）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指す。

１）図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は1 適用基準

１

事
項

通
共

ⅰ）「造成等

ⅱ）基礎・基礎
ぐい

工程 作業内容

ⅲ）上部構造部
分・外装

ⅳ）屋根
ⅴ）建築設備・

内装等

ⅵ）その他

新

分別解体等の方法

解
体

工
事

営

築
増

修

工
事

改

、

、

ⅰ）建築設備、
内装材等

ⅱ）屋根ふき材

ⅲ）外装材、上
部構造部分

ⅳ）基礎、基礎

ぐい
ⅴ）その他

（　　　）

（　　　）

屋根ふき材の取り外し

建築設備、内装材の取り外し

その他の工事

建築設備、内装等の工事

屋根の工事

上部構造部分、外装の工事

手作業

手作業

手作業・機械
作業の併用

外装材、上部構造部分の取り
壊し
基礎、基礎ぐいの取り壊し

その他の取り壊し

手作業・機械

作業の併用
手作業・機械
作業の併用

特定建設資材廃棄物
の種類

再資源化等をする
施設の名称

所在地

コンクリート

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から
成る建設資材

木材

アスファルト・

コンクリート

る。）を受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。ただし、

届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に限

当該施設への変更については設計変更の対象としない。

１

事
項

通
共

10　建設発生土の
処理方法 提出する。

搬出場所（　　　　　　　）
受入条件（　　　　　　　）

処分費　（　　　　　　　）

・　「建設発生土情報交換システム」を活用し近隣の受入先を調査の上、搬出距離、

受入条件等が確認できる資料を監督職員に提出し、協議により搬出先を決定す
る。搬出後、監督職員へ搬出先の受入を証明する資料を提出する。なお、次の
運搬に相当する経費を見込んでいる。
搬出距離（　　　　　　　）
DID区間 （　　　　　　　）

仮置場　（　　　　　　　）

仮置場　（　　　　　　　）

・　場内指定場所に敷き均し

・　撮影者：建築完成写真の撮影実績があるもので、監督職員が承諾する業者

※電子データー（JPEGフルカラー、圧縮率1/4程度）1部

11　完成写真

・カラー印画紙キャビネット版　（　　　　）枚

・半切　　（　　　　）枚

・　撮影者：任意

画素数、画質等　4500×3000　ピクセル以上で画像補正を行ったもの

画素数、画質等　1280×960　ピクセル以上

２

工
事

・「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置にあたっては、

同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基
準」における２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により
行う。

［2.2.1］

・防護シートを設置

・養生ｼｰﾄ　・ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ　・金網　・防音ｼｰﾄ　・防音ﾊﾟﾈﾙ
材料、撤去材等の運搬方法

種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　）

Ｃ種：利用可能なエレベーター　（　　　　　）
Ｄ種：利用可能な階段 （　　　　　）

［表2.2.1］

［表2.2.2］

［2.3.1］

5 施工調査

6 ＰＣＢ含有シー

7 化学物質の

8 発生材の処理等

9 特定建設資材

1 足場その他

３

改
修

工
事

1　施工数量調査
調査範囲　・図示　　・防水改修範囲

・調査方法 ・図示　　　　　

・

［1.5.2～3］

2　降雨等に対する養
生方法（とい共）

3　既存防水の処理

既存防水層の撤去　・行う （範囲　・図示　・　　　　）　　・行わない

・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X）　　・行わない

［3.1.3］

4　既存防水層の

下地補修

［3.2.6］

POS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去
とした立上り部等の補修及び処置
※改修標準仕様書3.2.6(d)(3)（ⅶ）①～③による

［3.3.2～4.3.3.5］
5 アスファルト防水

立上り部
の保護

・Ａ－１

・Ａ－３

・Ｂ－３

・Ｂ－１

・ＡＩ－３

・ＢＩ－１

・ＢＩ－３

・Ｐ１Ｂ

・Ｔ１ＢＩ

・Ｐ２ＡＩ

・Ｐ１ＢＩ

（材質）
※JIS　A　9511によるA種

抽出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の

（厚さ）　・25㎜　
・

（ｽｷﾝあり）
保温板3種ｂ

厚さ

0.15㎜以上

・

70ｇ/㎡程度

・

保護材
・乾式

押え

押え

・ｺﾝｸﾘｰﾄ

・れんが

３

水
改

修
工

事

5 アスファルト防水 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

・

・

平場の保護コンクリートの厚さ
・

・

・乾式保護材
窒素系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形し

オートクレーブ養生したもの

（品質・性能）

建築材料等品質性能表による

示す。

５）Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基
づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成25年2月閣議決定）」に定める判断の基準
を満たす物品を示す。

般
一

・

般
一

※施工計画調査

本工事該当部位及び関連部位について既存施設（埋設配管を含む）について
事前調査、情報収集を行う。

報告書　　監督職員に２部提出

立面図、平面図等に記載、必要に応じ写真を添付

調査業者　外壁及び防水改修施工数量調査は、使用予定材料メーカーの指定す
る施工業者とする。

リング材の調査

・第一次判定（シーリング材種の判定）

・埋設配管の試堀

日本シーリング材工業会に次のシーリング材のサンプルを送付し、材種の判定

を行う。判定結果については、監督職員に速やかに報告する。
サンプリング採取箇所（　　　　）採取箇所数（　　　　）

・第二次判定（ＰＣＢ含有量の分析）
専門分析機関に次のシーリング材のサンプルを送付し、ＰＣＢ含有量の分析を
行う。なお、分析サンプルの四周は除去し、採取部の内部（大気にさらされて
いない部分）を取り出して分析する。判定結果については、監督職員に速やか
に報告する。

サンプリング採取箇所（　　　　）採取箇所数（　　　　）

・金属類

・ＰＣＢを含む機器類（　　　　）
・ＰＣＢ含有シーリング材　　使用箇所（　　　　）

・特別管理産業廃棄物
廃アスベスト 搬出先（　　　　　）

・現場において再利用を図るもの

建設汚泥　　　　再利用の方法（　　　　　　　　）

・再資源化を図るもの
・コンクリート

・コンクリート及び鉄から成る建設資材
・木材
・アスファルト・コンクリート
・廃せっこうボード

搬出先（　　　　　　　　）
搬出先（　　　　　　　　）

搬出先（　　　　　　　　）
搬出先（　　　　　　　　）
搬出先（　　　　　　　　）

・せっこうボード

ⅰ）廃せっこうボードの裏面の表示を確認し、石綿、ヒ素、カドミウムを含有
するか又は、含有していないことが確認できない場合は、各製造工場に問
い合わせの上、適切に処分する。

ⅱ）石綿含有廃せっこうボード

ⅲ）その他の廃せっこうボード（石綿、ヒ素、カドミウム非含有）

搬出先（　　　　　　　　）

搬出先（　　　　　　　　）

搬出先（　　　　　　　　）・その他の含有物質（　　　　）

上記搬出先については、積算上の条件明示であり。処理施設を指定するものでは

ない。なお提示する施設と異なる場合にも設計変更の対象としない。

本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」第９条による分

別解体等実施義務の対象建設工事となることが想定されるため、同法に基づき分

別解体等及び特定建設資材の再資源化の実施について適切な措置を構ずる。
ただし、工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により、工事契約時に予

定していた条件により難い場合は、監督職員と協議する。
また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資

源化等をした施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職
員に報告する。

・分別解体方法

般
一

仮
設

の処理

防
水

防

（試験方法）
建築材料等品質性能表による

・　場内指定場所に推積

金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

※水下　80㎜以上
※水下　60㎜以上

・

６）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」
による注意情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等

・

濃度判定

基礎、基礎ぐいの工事
造成等の工事

・特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

・　場外指定場所に搬出し、搬出後、監督職員へ搬出先の受入を証明する資料を

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示 ・
調査報告書　提出部数：・２部

・

既存保護層の撤去　・行う （範囲　・図示　・　　　　）　　・行わない

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示 ・

屋根保護防水
防水層の種別

工法 種別 施工箇所 断熱材 絶縁用ｼｰﾄ

・ＡＩ－１

・Ｐ２Ａ

こて仕上げ
床タイル張り

・製造所

種類 使用量

仕上塗料施工
箇所

高日射
反射率
防水の
適用

・Ｃ－1

※Ｃ－2

・Ｃ－3

・Ｃ－4

・Ｄ－1

※Ｄ－2

・Ｄ－3

・Ｄ－4

図

示

・

による

の指定

・

・製造所

による

の指定

・

・

による

の指定

・

・製造所

による

の指定

・

・Ｍ４Ｃ

・Ｍ３Ｄ
・Ｐ０Ｄ

脱気装置

・設ける
・設けない

・製造所

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける
・設けない

・ＤＩ－1

※ＤＩ－2・Ｍ３ＤＩ

・Ｍ４ＤＩ

・Ｐ０ＤＩ （材質）

備考種別 断熱材工法

※JIS A 9511によるA
種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温
材の保温板2種1号又

は2号で透湿係数を除
く規定に適合するもの

・

・製造所

・

による

の指定

・

・製造所

による

の指定

・

脱気装置

・設ける
・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける
・設けない

（厚さ）・25㎜　・

脱気装置の種類及び設置数量

・
屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱

材の張りじまい
位置　※図示

屋内防水
種別工法 施工箇所 備考

・設けない
保護層 ・設ける・Ｐ１Ｅ

・Ｐ２Ｅ
・Ｅ－１
※Ｅ－２

押え金物の材質及び形状
※アルミニウム製　Ｌー30×15×2.0㎜程度

屋根排水溝　※図示　

6 改質アスファルト
シート防水

防水層の種別

種別工法 施工箇所 備考
高日射反射率

防水の適用
断熱材

・Ｍ３ＡＳ

・Ｐ０ＡＳ

・AS－T1
・AS－T2

・AS－T3

・Ｍ４ＡＳ

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける
・設けない

・設けない
・設ける

・AS－J2

図

示

・AS－T4

・AS－J4

・AS－T3

・ASI－T1

・ASI－J1

・Ｍ３ＡＳＩ

・Ｍ４ＡＳＩ

・Ｐ０ＡＳＩ

・

・

・

脱気装置

・設ける
・設けない

・設けない
・設ける

改修用ﾄﾞﾚﾝ

（材質）
※JIS A 9511によるA
種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温
材の保温板2種1号又

は2号で透湿係数を除
く規定に適合するもの

・

（厚さ）・25㎜　・

防湿層

・設けない
・設ける

［3.4.2］

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

部分粘着層付改善アスファルトシートの種類及び厚さ
※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による ・

・

・

脱気装置の種類及び設置数量
・

押え金物
※改質アスファルトシート製造所の指定による

※改質アスファルトシート製造所の仕様による

屋根露出防水

防水層の種別

※アスファルトルーフィング類製造所の指定による

・

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

2 運用区分
建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

地表面粗度区分（　　　）
・
建設省告示第1455号における区域　　別表（　　）

・風圧力

積雪荷重

風速（Ｖo＝　　　m/s）

(1.4.1)［1.4.1］

１）

3 現場への配慮

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を
有すると共に、次のⅰ）からⅳ）を満たすものとする。

ⅰ）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ､
パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

保温材、緩衡材、断熱材、塗料、仕上塗料は、アセドアルデヒド及びスチレ
ンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホル
ムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

ⅱ）接着剤及び塗料は、トルエン､キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少な

い材料を使用する。
ⅲ）接着剤は、可塑性（フタル酸ジーｎ－ブチル及びフタル酸ジー2－エチルへ

キシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を

使用する。

ルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制

対象外」とは次のⅰ）又はⅱ）に該当する材料を指し、同区分「第三種」と
は次のⅲ）又はⅳ）に該当する材料を指す。

ⅳ）ⅰ）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホ

めて少ない材料を使用したものとする。

種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

ⅰ）建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三

ⅱ）建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定

を受けた材料
ⅲ）建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド

発散建築材料
ⅳ）建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定

を受けた材料

(1.4.2)［1.4.2］

１）

２）

３）

４）

本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ

き品質及び性能を有するものとする。

備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものと

4 材料の品質等

製造業者等に関する資料等の提出を求める材料

・鉄骨柱下無収縮モルタル　・無収縮グラウト材　・乾式保護材（防水立上
部）　・既成調合モルタル（ﾀｲﾙ工事用）　・既成調合目地材　・ルーフド

ドレイン　・吸水調整材（ﾓﾙﾀﾙ用）　・錠前類　・クローザー類　・自動
扉機構　・自閉式上吊り引戸機構（手動開き式）　・重量シャッター

・軽量シャッター　・オーバーヘッドドア　・防水剤　・現場発泡断熱材
・フリーアクセスフロア　・可動間仕切　・移動間仕切（ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ）

・トイレブース　・煙突用成形ライニング材　・天井点検口　・床点検口
・グレーチング　・屋上緑化システム　・トップライト　・エポキシ樹脂
・ポリマーセメントモルタル　・鋳鉄製ふた

し、同等品を使用する場合は監督職員の承認を受ける。
標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の
指定する工法とする。

本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次のⅰ）
からⅵ）の事項を満たすものとし、この証明となる資料（外部機関が発行す
る証明書の写し）を監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ

ⅰ）品質及び性能に関する試験データーを整備していること。
ⅱ）
ⅲ）

ⅳ）
ⅴ）
ⅵ）

生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
安定的な供給が可能であること。

法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
販売、保守等の営業体制を整えていること。

監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能

と。
性の証明のためのガイドライン」に準拠した証明書を、監督職員に提出するこ

［3.2.3、4、6］

６）製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、三重県「環境

７）本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、「志摩市公
共建築物等木材利用方針」基づく木材を最優先し、つづき「三重の木」利用促
進協議会が認証する「三重の木」やあかね材認証機構が認証する「あかね材」

の優先利用に努めること。

・カラー印画紙Ｌ版　（　１部　）

・電子データー（JPEGフルカラー）1部

判定結果を監督職員に報告する。

ⅱ）判定対象室及び測定箇所数は次による。

エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度を判定し、

測定場所は監督職員と協議すること。

ⅰ）施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、

※ 測定階　1、2、3階各１箇所、工事前、工事後の２回測定　測定結果を報告する。

・引渡しを要するもの

庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成２８年版)」（以下「標準仕様書」

建築工事標準詳細図（平成28年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

範囲、復旧方法　・図示

撮影箇所数　・（　各室 ２箇所  ）

・アルミ額縁

・四つ切　（　　　　）枚　　・アルミ額縁

撮影箇所数　・（　　　　）箇所　　　・航空写真（　　　　）箇所

・内部足場　種別（・きゃたつ、足場板等、・　　　　）

・改修標準仕様書3.1.3（e）(1)～(3)による。

・Ａ－２

・Ｂ－２

・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

・ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
・ＡＩ－２

・ＢＩ－２

・外部足場　種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　）

築改修工事標準仕様書(建築工事編)(平成２８年度版)」（以下、「改修標準仕様書」という。）

の工事特記仕様書を適用する。

2 既存部分の養生 1）養生の方法等
・既存部分　　　　養生の方法　　（・ビニルシート等　・　　）

・既存家具等　　　養生の方法　　（・ビニルシート等　・　　）
・既存ブラインド、カーテン等　養生方法　（・ビニルシート等　・　）

保管場所　（・図示　・　）
・備品、机、ロッカー等の移動　（・図示　・　）

2）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一
損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

3 仮設間仕切
［2.3.2］ ［表2.3.1］

種　別 下　地 充填剤

・せっこうボード（9.5㎜）

塗　装仕上げ（厚さ㎜）
・Ａ種

・Ｂ種
・木
・軽量鉄骨
単管 防炎シート

・合板（9.0㎜）
・無し
・片面

※有り

充填剤：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32ｋ　（厚：50㎜以上）

3）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

材　質 仕上げ 塗　装

・無し
・片面・

・1）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　

2）仮設間仕切りの種別と材質等

・設ける　・設けない　　　　規模（㎡程度）　・10　・15　・20

・木製 ・合板張り程度

・Ｃ種

事務所

4 監督職員等

備品等の設置（机・いす・消火器）

仮設材の搬入、搬出時、交通整理のための誘導員(有資格者）を配置し、通行人5 その他
及び敷地周辺の安全確保に配慮すること。
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水
改

修
工

事

防

ルーフィング

シート防水

防水層の種別

図
示

・

・

・
既存防水下地がPCコンクリート部材の場合の処理

目地処理　・行う（工法　　　　　　　　　　　　）

入隅部の増張り　・行う（S－F1、SI－F1の場合）

・行わない

・行わない
機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

の風圧力及び積雪荷重に対応した工法）

３

水
改

修
工

事

防

笠木
11 アルミニウム製 種類　・オープン形式（・250形　・300形　・350形　・100形）

表面処理　種別（　　）種　皮膜等の種類

着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

既存笠木等の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　）

・行わない

笠木の固定金具の工法等
建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

の風圧力及び積雪荷重に対応した工法）

修
工

事

外
壁
改

⌒

通

事
項

⌒

［1.5.2、3］

［3.9.2］

調査内容

調査範囲　・外壁改修範囲　・図示の範囲

タイル貼り仕上げの場合

の幅及び長さ、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を

調査する。

コンクリート打放し仕上げ、モルタル塗り仕上げの場合

ひび割れ（幅0.1～0.2㎜未満、0.2～0.3㎜未満、0.3～0.5㎜未満、0.5～1.0㎜
未満、1.0㎜以上）の幅及び長さ、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

錆汁の流出の有無を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル貼り仕上げについては、浮き部分、欠損部の形

状寸法等を調査する。

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を調査する。

を調査する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部

樹脂

（品質・性能） ［4.2.2］

（試験方法）
工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

3 バテ状エポキシ

樹脂 工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

（品質・性能）

（試験方法）

［4.2.2］

工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

（品質・性能）

（試験方法）

［4.2.2］4 エポキシ樹脂

モルタル

2 可とう性エポキシ

工事建築材料等品質性能表による

［4.2.2］

モルタル
（性能）5 ポリマーセメント

6 ポリマーセメント
スラリー

工事建築材料等品質性能表による

［4.2.2］（品質・性能）

7 既製調合モルタル

細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。
モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、

工事建築材料等品質性能表による
（品質・性能）

工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

共

修
工

事

外
壁
改

［4.2.2］

［4.2.2］［4.3.4～6］
1 ひび割れ部改修

工法 ・樹脂注入工法

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形
コア抜取り検査　・行う　

・行わない

・

・

・Ｕカットシール材充填工法
・シーリング材

・
ポリマーセメントモルタルの充填 ・行う

・行わない

・シール工法

・バテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

2 欠損部改修工法

４－１

修
工

事

外
壁
改

４－２

モ
ル

タ
ル

塗

り

仕

上
げ

修

外
壁
改

工法

2 ひび割れ部改修

1 既存モルタル塗り

・樹脂注入工法 ［4.4.2］［4.4.5～7］

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形
コア抜取り検査　・行う　

・行わない

・

・Ｕカットシール材充填工法
・シーリング材

ポリマーセメントモルタルの充填 ・行う
・行わない

・シール工法

・バテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・エポキシ樹脂モルタル

の撤去

［4.4.2］［4.4.8、9］
・充填工法

・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法

既製目地材　・使用する（形状　　　　　）

3 欠損部改修工法

4 浮き部改修工法 ［4.2.2］［4.4.10～15］

充填量 注入量

(ml/箇所)(ml/箇所)

の撤去

修
工

事

外
壁
改

タ
イ

ル
貼

り

仕

上
げ

修

外
壁
改

４－３ ・外壁タイル貼り全面　・図示の範囲1 既存タイル貼り

工法

2 ひび割れ部改修
・既存タイル撤去面 （・コンクリート面　・モルタル面）

［4.2.2］［4.5.5、6］

・樹脂注入工法

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形
コア抜取り検査　・行う　

・行わない

・

・Ｕカットシール材充填工法
・シーリング材

ポリマーセメントモルタルの充填 ・行う
・行わない

・可とう性エポキシ樹脂

（既存タイル貼り撤去面）

修
工

事

外
壁
改

タ
イ

ル
貼

り

仕
上
げ

修

外
壁
改

４－３ 3 欠損部改修工法 ［4.2.2］［4.5.7～8］

接着剤の種類
・ポリマーセメントモルタル
・JIS　A　5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・JIS　A　5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

・タイル部分貼替え工法

・タイル貼替え工法

接着剤の種類
・ポリマーセメントモルタル
・JIS　A　5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・JIS　A　5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

・
タイル貼り下地等の均しモルタルの接着力試験　・行う

・行わない

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル貼り

タイル貼りの工法
外装タイル　・密着貼り　・改良圧着貼り　・改良積上げ貼り
外装ユニットタイル　・マスク貼り　・モザイクタイル貼り

・有機系接着剤による陶磁器質タイル貼り

シーリング材の種類
・

・

4 浮き部改修工法 ［4.2.2］［4.5.9～15］

・ ・ ・ ・ ・

アンカーピン

・
注入口付アンカーピン

接着剤の種類

・JIS　A　5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・JIS　A　5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

・タイル部分貼替え工法

・タイル貼替え工法

接着剤の種類
・ポリマーセメントモルタル
・JIS　A　5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・JIS　A　5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

・

・ポリマーセメントモルタル

タイル貼り下地等の均しモルタルの接着力試験　・行う

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル貼り

タイル貼りの工法
外装タイル　・密着貼り　・改良圧着貼り　・改良積上げ貼り
外装ユニットタイル　・マスク貼り　・モザイクタイル貼り

・有機系接着剤による陶磁器質タイル貼り

シーリング材の種類
・

・

・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮調整目地改修工法

5 目地改修工法 ［4.5.16］

6 タイルの形状、

寸法等
［4.2.2］

有 無

・行わない

・

・

・
・

・

・

仕上げ厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の措置　※図示 ・

・

・

伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示 ・

［3.5.2］［表3.5.1、2］

・

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍

・適用しない

・適用しない

ひび割れ（幅0.2～0.3㎜未満、0.3～0.5㎜未満、0.5～1.0㎜未満、1.0㎜以上）

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示

調査報告書の部数　・2部

コ
ン

ク
リー

ト

打
放
し
仕

上

げ
外
壁

改

修

位置　※改修標準仕様書表4.5.1による

充填工法

・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗替え工法

既製目地材　・使用する（形状　　　　　）

仕上げ厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の措置　※図示 ・

アンカーピン

・
注入口付アンカーピン

・

・外壁前面のモルタルの浮きを調査し、浮き部を特定し、施工する。

・

図

示

・

・

・

［3.6.2］

・ウレタン系塗膜防水とする

施工面積はモルタル面の ３０％ を目安とする。

４ 1 施工数量調査

・適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）

板材折曲げ形の笠木の取付方法　・図示
下地補修の工法　・図示

（・標準仕様書表14.2.1による　・　　　　　　　）

・板材折曲げ形（本体幅：　　㎜　板厚：・2.0㎜　・　㎜）

工法 種別 施工

箇所
断熱材 仕上

塗料
高日射反射率
防水の適用

備考

・Ｐ０Ｓ ・S-F1
・Ｓ４Ｓ ・S-F2

・S-M2

・S-M1

・S-M3

・Ｓ３Ｓ ・S-F1
・S-F2

・Ｍ４Ｓ ・S-M1
・S-M2
・S-M3

・SI-F1
・SI-F2

・Ｐ０ＳＩ
・Ｓ３ＳＩ
・Ｓ４ＳＩ

・Ｍ４ＳＩ

（材質）
・JIS A 9511によるA種ﾎﾟﾘｴﾁ

ﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の密度及び熱伝
導率の規格に適合するもの

・
（厚さ）・25㎜　

・SI-M1

・SI-M2

（材質）

（厚さ）・25㎜　

・JIS A 9511によるA種硬質
ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種
1号又は2号で透湿係数を除

く規定に適合するもの又はA
種押出し法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温
材の保温板

・

・

・

・
・

・ｶﾗｰ
･ｼﾙﾊﾞｰ

･ｼﾙﾊﾞｰ
・ｶﾗｰ

・ｶﾗｰ
･ｼﾙﾊﾞｰ ・

・

・・ｶﾗｰ
･ｼﾙﾊﾞｰ ・

・

・
・

・

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

ルーフィングシートの種類及び厚さ　・改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.2による

絶縁用シートの材質　・発砲ポリエチレンシート
脱気装置の種類及び設置数量　・ルーフィングシート製造所の指定による

・Ｐ０Ｘ ・X-1
・X-2
・

・Ｌ４Ｘ ・X-1
・X-2
・
・Y-2

・

・Ｐ１Ｙ

・ｶﾗｰ
･ｼﾙﾊﾞｰ

・ｶﾗｰ
･ｼﾙﾊﾞｰ ・

・

高日射反射率
工法 種別 施工箇所仕上塗料

防水の適用
備　考

脱気装置　　・設ける　・設けない
改修用ﾄﾞﾚﾝ　・設ける

・設けない

脱気装置　　・設ける　・設けない

保護層　　　・設ける　・設けない

保護層　　　・設ける　・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ　・設ける　・設けない

・Ｐ２Ｙ ・Y-2

・
・図面に
よる

・X-1
・X-2

脱気装置　　・設ける　・設けない

脱気装置の種類及び設置数量　　・主材料製造所の指定による

工法の種類

・自動式低圧エポキシ
樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

注入工法
・機械式エポキシ樹脂

注 入 工 法

ひび割れ幅(㎜) 注入口間隔(㎜)
0.2以上～1.0以下 ・200～ 300　 ・

0.2以上～0.3未満
0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0以下

・50～100

・150～250
・100～200

・
・

・

・
・
・40

・70
・130

・

・

・
・

注入量(ml/m)

・130

抜取り個数　・長さ500ｍごと及びその端数につき1個

抜取り部の補修方法　・図示

充填材料　・1成分形又は2成分形ポリウレタン系

・充填工法
・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

［4.2.2］［4.3.7］

充填材料　・1成分形又は2成分形ポリウレタン系

抜取り部の補修方法　・図示

抜取り個数　・長さ500ｍごと及びその端数につき1個

工法の種類

・自動式低圧エポキシ

樹脂注入工法
・手動式エポキシ樹脂

注入工法
・機械式エポキシ樹脂

注 入 工 法

ひび割れ幅(㎜)

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満
0.5以上～1.0以下

注入口間隔(㎜)
・ 200～ 300　

・50～100
・100～200
・150～250 ・

・
・

・ ・130
注入量(ml/ｍ)

・
・

・40
・70
・130

・
・
・

・

改修箇所　・既存タイル貼り面

撤去範囲　・下地モルタルまで　・貼付けモルタルまで　・タイルのみ

工法の種類
（モルタルを撤去しない場合）

・アンカーピンニング部分
エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

エポキシ樹脂注入工法
・アンカーピンニング全面

ポリマーセメントスラリー注入工法

エポキシ樹脂注入工法
・注入口付アンカーピンニング部分

・注入口付アンカーピンニング全面
エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

ポリマーセメントスラリー注入工法
・充填工法
・モルタル塗替え工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

（本/㎡）
一般部 指定部

・16
・

・25
・

・

・20

・

・12

・

注入口の箇所数

（箇所/㎡）
一般部 指定部

・13 ・20

・
・20

・

・25
・

・25

・
・50

・
・25
・

・12

・

・13 ・20

・・
・9
・

・9
・
・9

・

・16
・

・16
・
・16

・

・9
・
・9

・

・16

・

・
・16 ・25

・
・50

・

・ステンレス製（SUS304）呼び径外系4㎜

・ステンレス製（SUS304）呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

0.2以上～1.0以下

充填材料　・1成分形又は2成分形ポリウレタン系

抜取り部の補修方法　・図示

抜取り個数　・長さ500ｍごと及びその端数につき1個

項目章章 項目章 項目

３ 7 合成高分子系

特記事項 特記事項 特記事項

・行う（・　全面　　・図示の範囲）

工法の種類
・自動式低圧エポキシ

樹脂注入工法
・手動式エポキシ樹脂

注入工法

・機械式エポキシ樹脂
注 入 工 法

ひび割れ幅(㎜)
0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3未満
0.3以上～0.5未満
0.5以上～1.0以下

注入量(ml/ｍ)注入口間隔(㎜)
・ 200～ 300　

・50～100
・100～200

・150～250 ・

・
・

・ ・130

・
・40
・70

・130
・

・

・
・

・

章 項目 特記事項

工法の種類

（タイルを撤去しない場合）

・アンカーピンニング部分

エポキシ樹脂注入工法
・アンカーピンニング全面

エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング部分

エポキシ樹脂注入工法
・注入口付アンカーピンニング全面

エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面
ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

エポキシ樹脂注入タイル固定工法
・タイル部分貼替え工法
・タイル貼替え工法

・ステンレス製（SUS304）呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

・

・ステンレス製（SUS304）呼び径外系4㎜

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　・ポリウレタン系

位置　・改修標準仕様書表4.5.1による

伸縮調整目地その他の目地 ・変成シリコーン系

標準的な曲がりの役物は一体成形とする
試験貼り　・行う　・行わない
見本焼き　・行う　・行わない

主な用途に

よる区分
施工箇所

形状

寸法
（㎜）

吸水率に
よる区分

うわ
ぐすり

役物 色 再生
材の

適用

耐凍
害性 備考

Ⅰ

類

施

ゆ
う

無
有 無

標 特
ゆ
う

Ⅱ Ⅲ

類 類 準 注

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数
（本/㎡）

一般部 指定部

注入口の箇所数

（箇所/㎡）

充填量

(ml/箇所)

注入量

(ml/箇所)
一般部 指定部

ポリマーセメントスラリー注入工法

・25

・16 ・25

・ ・
・20
・

・13
・

・13
・
・9

・
・9
・

・9

・16
・

・16

・

・16

・20
・

・9
・

・9

・16
・

・16 ・50

・
・25

・25

・

・25

・

・

・50
・

・12
・

・12
・ ・

・20

・20
・

・25

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　・ポリウレタン系
伸縮調整目地その他の目地 ・変成シリコーン系

シーリング改修工法の種類

・シーリング再充填工法
・拡幅シーリング再充填工法

・ブリッジ工法
ボンドブレーカー張り　・適用する　・適用しない

エッジング材張り　　　・適用する　・適用しない ・

シーリング材の種類、施工箇所
下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による

・

といの材種　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　
ルーフドレン

・

・

［3.7.2、8］

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

・変成シリコン
［3.8.2、3］

種　別
・ろく屋根用(・縦型 ・横型)
・バルコニー用

・バルコニー中継用

施工箇所

・水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填

ルーフドレンの取付け
たてどい受金物の取付け　・図示
鋼管製といの防露巻き　　・改修標準仕様書表3.8.5による

・規制対象外
ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

・

・

既存のといその他の撤去及び降雨等の対する養生方法　・図示　

シーリング材の目地寸法　・改修標準仕様書3.7.3（a）(1)～(3)による

外部サッシ廻り　躯体打継部

10 シーリング

11 とい 

8 塗膜防水

・シーリング充填工法

9  防水保証 ・ 防水の保証期間は、引渡しの日から10年間とし、メーカー・施工業者との

連名の上、保証書を提出する。



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 04N・ S特記仕様書（３）

章 項目 特記事項項目 特記事項項目 特記事項章 章 項目章

外
壁
改

修
工

事

４－４

［4.6.2］［表4.6.1］1 所要量の確認

［4.6.3］2 既存塗膜等の除去

及び下地処理
工　法 処理範囲 下地面の補修

4－1～
4－2による

・サンダー工法

（既存塗膜の除去範囲は処理面積の30％
とする）

加圧力

・塗膜はく離剤工法

・高圧水洗工法

・水洗い工法

・

・

・

・
（既存塗膜の除去範囲は既存塗膜の劣化

部とする）

3 下地調整塗材

4 仕上げ塗材仕上げ

［4.6.4］

［4.6.5］

・ポリマーセメントモルタル

・防水形仕上げ塗材主材

種　類 呼び名
防火
材料

仕上げの形状及び工法等

・薄付け仕上
塗材

・外装薄塗材Ｓｉ

Ｓｉ
・可とう形外装薄塗材

・可とう形外装薄塗材
・防水形外装薄塗材

Ｅ
Ｅ

・外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・厚付け仕上
塗材

Ｃ
Ｓｉ
Ｅ

・複層塗材 ・

・

・メタリック

・増塗材
・適用する　・適用しない

・可とう系改修塗材
・可とう系改修塗材

・可とう系改修塗材

Ｅ

ＲＥ
ＣＥ

・さざ波状
・ゆず肌状

5 マスチック塗材塗り
種別　・Ａ種　・Ｂ種

［4.6.6］

1 改修工法

改

修
工

事

５

建
具

適用箇所撤去工法かぶせ工法建具の種類

・アルミニウム製建具

・樹脂製建具

・内部

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

・外部

・

・
・

・
・

・

・

・
・

・

・
・

・
・
・

・
・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

・
・

・

・

・建具表による ・

・建具表による ・

・建具表による ・

・建具表による ・

・建具表による ・

・建具表による ・

［5.1.3］

新規に建具を設ける場合
・

・

2 防火戸

・適用する　適用箇所（・建具表による　・　　　　）

［5.1.4］

3 見本の製作等
・行う（建具符号：　　　　）

・行わない
建具見本の製作

建具見本の程度 ・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する
・納まり等がわかる程度のもの

特殊な建具の仮組 ・行う（建具符号：　　　　）

・行わない

4 防犯建物部品 ［5.1.7］

［5.1.5］

・適用する（　　　　　）　適用箇所（・建具表による　・　　　　）

・適用しない

・適用しない

・鋼製建具

改

修
工

事

５

建
具

性能等級
［5.2.2、4、5］［表5.2.2］

外部に面する建具 ・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
（建具符号：・建具表による　・　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ

・適用する　遮音性の等級（　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない
・適用する　断熱性の等級（　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

耐震ドアセット ・適用する　面内変形追随性の等級（　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

枠の見込み寸法
表面処理

・建具表による ・

外部に面する建具　 ・Ｂ－2種 ・

屋内の建具
皮膜等の種類（※改修標準仕様書表5.2.2による　・　　）

・Ｂ－1種

・Ｃ－1種 ・Ｃ－2種
着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）
結露水の処理方法

水切り板、ぜん板
・図示
・図示

・
・

網戸等

種類

・防虫網

・防鳥網

※合成樹脂製
・ガラス繊維入り合成樹脂製

ステンレス（SUS304）線材

材種 線径 網目

※16～18メッシュ※0.25㎜以上

1.5㎜

・ ・

6 樹脂製建具

［5.2.3］

［5.3.2～5］

性能等級

外部に面する建具 ・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・適用する　遮音性の等級（・Ｔ－1・Ｔ－2）

（・Ｈ－4・Ｈ－5　・　　）

・適用しない

・適用しない

・建具表による ・

表面色　※標準色　・特注色
・水切り板、ぜん板 ※図示

ガラス　※複層ガラス ・

7 鋼製建具 ［5.2.2］［5.4.2～4］［表5.4.2］
性能等級

簡易気密型　・適用する

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性 ・S-4

・S-5
・S-6
・

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
（建具符号：・建具表による　・　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・適用する　断熱性の等級（　　　　　）
・適用しない

・適用する　遮音性の等級（　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

耐震ドアセット ・適用する　面内変形追随性の等級（　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

鋼板

・JIS　G　3302

・JIS　G　3317（溶融亜鉛ー5％
アルミニウム合金めっき鋼板）

（溶融亜鉛めっき鋼板）

※Z12又はF12 ・ ・標準仕様書表
5.4.2による

めっき付着量 厚　さ

・

材　料

8 鋼製軽量建具 ［5.2.2］［5.5.2～4］
性能等級

簡易気密型　・適用する

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ ・適用する　断熱性の等級（　　　　　）
・適用しない

・適用する　遮音性の等級（　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

耐震ドアセット ・適用する　面内変形追随性の等級（　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

鋼板　※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被膜鋼板　・カラー鋼板

・
召合せ、縦小口包み板の材質　※鋼板 ・

改

修
工

事

５

建
具

特記事項

［5.2.2］［5.4.2］［5.6.2～4］
性能等級

簡易気密型　・適用する

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性 ・S-4

・S-5
・S-6
・

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
（建具符号：・建具表による　・　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・適用する　断熱性の等級（　　　　　）
・適用しない

・適用する　遮音性の等級（　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

耐震ドアセット ・適用する　面内変形追随性の等級（　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）
・適用しない

鋼板（屋外）　※SUS304、SUS430J1L、SUS443J1、 ・

SUS430 ・
表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ ・

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ

鋼板（屋内）　※SUS304、SUS430J1L、SUS443J1、

10 建具用金物 ［5.7.2、3］

・
・

・錠前類 【シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠】
（品質）
工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

・錠前類 【レバーハンドル】

（性能）

（性能）

（試験方法）

・クローザ類
（品質・性能）

（試験方法）

（試験方法）

マスターキー　・製作する　・製作しない　・既存のマスターキーに合わせる

その他の鍵 ・
鍵箱

11 鍵

12 自動ドア開閉装置

［5.7.4］

［5.8.2、3］

自動ドア

・SSLD－1

・SSLD－2

・DSLD－1
・DSLD－2

・SWD－1
・SWD－2

・図示

※改修標準仕様書表

※改修標準仕様書表

5.8.1による

5.8.2による

・

・

・

性能 防錆

・適用する

・適用しない

凍結防止

（適用箇所は

・マットスイッチ

・光線(反射)スイッチ

・熱線スイッチ
・音波スイッチ
・光電スイッチ

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ
・ペダルスイッチ
・多機能トイレスイッチ

建具表による)

・行う

・行わない

センサーの種類

・電波スイッチ

工事建築材料等品質性能表による

工事建築材料等品質性能表による

（品質・性能）

（試験方法）

引戸装置 性能 ※　改修標準仕様書表5.9.1による

工事建築材料等品質性能表による

（試験）

13 自閉式上吊り ［5.9.3］

［5.10.2、3］

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター
・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

シャッターの種類 耐風圧強度

耐風圧強度　（　　　　　）N/㎡

開閉機能による種類　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式
一般重量シャッターのシャッターケース　　・設ける　・設けない

14 重量シャッター

耐風圧強度　（　　　　　）N/㎡

鋼板の種類　・JIS　G　3302（溶融亜鉛めっき鋼板）
・JIS　G　3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

・

15 軽量シャッター ［5.11.2～4］
開閉形式　※手動式　・上部電動式（手動併用）
耐風圧強度　（　　　　　）N/㎡

スラットの材質
・JIS　G　3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

・JIS　G　3322（塗装溶融55％アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板）
めっき付着量　（※Z06又はF06　・　　　　）

めっき付着量　（※AZ90　・　　　　）

スラットの形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

スラット及びシャッターケース用鋼板

改

修
工

事

５

建
具

16 オーバーヘッド

ドア

［5.12.2、3］

セクション材料
による区分

ガイドレール
の材質

※スチールタイプ
・アルミニウムタイプ
・ファイバーグラス

タイプ

収納形式
による区分

・スタンダード形

開閉方式

による区分
※バランス式・125

耐風圧
区分(Pa)

17 ガラス ［3.7］［5.13.2～4］［表5.13.1］

・フロート合わせ
ガラス

・フロート板合わせガラス
・熱線吸収、フロート板合わせガラス

・網入磨き合わせ
ガラス

・網入磨き、フロート板合わせガラス
・網入磨き、熱線吸収板合わせガラス ・Ⅲ類

・Ⅱ－1類・Ⅱー2類

性能構成種類品種

・Ⅰ類

性能

・Ⅰ類

材料板ガラスによる種類

・フロートガラス

・型板ガラス

・フロート強化ガラス
・熱線吸収強化ガラス

・型板強化ガラス

・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス

・合わせガラス

品種

種類

性能

・1種　・2種 ・ブルー　・グレー　・ブロンズ

色調

・熱線吸収フロート板ガラス
・熱線吸収網入磨き板ガラス

・強化ガラス

・複層ガラス
断熱性 日射熱遮へい性

・断熱複層ガラス

・日射熱遮へい複層ガラス

U1
U2

・U-3-1　・U-3－2

E4
E5

・熱線反射ガラス

・１種

・３種
・４種

品種

品種 日射
遮へい性

耐久性

・１種

・３種

・２種

・２種

・５種

A種
・A種　・B種

B種

・熱線反射ガラス
色調（・ブルー　・グレー）

・高性能熱線反射ガラス
色調（・ブロンズ　・シルバー）

映像調整　　・行わない　・行う
反射被膜面　・内面　・外面

・倍強度ガラス
材料板ガラスによる種類の名称 色調

・フロート倍強度ガラス
・熱線吸収倍強度ガラス ・ブルー　・グレー　・ブロンズ

ー

18 ガラスブロック ［5.13.5］

表面
形状

呼び寸法

・125×125
・160×160

・200×200

・320×320
・250×125
・320×160

80

・95

・125

・95
・125
95
80

95

色調

クリア乳白
厚さ

平積み 曲面積み

目地幅（㎜） 伸縮調整
目地(㎜)

防火
性能

※8～15
・15～25
・

外側

※15以下
・

内側
※6以上

※6ｍ以下
ごとに
10～25

・図示
・

※無し

・有り

・正方形

・長方形

・
・

・

・

・
・

・
・

・

・

・
・

・

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状　※図示　　・　　　　　）
・設けない

寸法　※径5.5㎜
形状　※はしご形状複筋及び単筋

力骨 材質　※ステンレス鋼（SUS304）
・

・

・

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　）

金属製化粧カバー 材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

寸法　・図示
形状　・図示

・
・

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法
※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍

の風圧力に対応した工法）
・適用しない ・

19 ガラス用フィルム

・

飛散防止率Ｄ１

性能値

・ガラス飛散防止フィルム
・日射調整フィルム

名称

ＧＳ

種類

品質　JIS　A　5759による

張り面

壁部分の開口の開け方　※図示

新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

鋼板の厚さ　・改修標準仕様書表5.5.1による

枠の見込み寸法

皮膜等の種類（※改修標準仕様書表5.2.2による　・　　）

金物の種類・見え掛り部の材質等　※改修標準仕様書表5.7.1による
樹脂製建具に使用する丁番　※改修標準仕様書表5.7.3による

・

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置　・建具表による

※各室３本１組

めっきの付着量　※Z12又はF12

※ガラスブロック製造所の仕様による　・図示　

・

・複層仕上塗材

5 アルミニウム

製建具

・

・ステンレス（SUS316）製
網目寸法15㎜

・適用する　断熱性の等級

・※Y08

9 ステンレス
製建具

・50
・75

・100

・電動式

・チェーン式 ・ローヘッド形

・ハイリフト形
・バーチカル形

※溶融亜鉛
めっき鋼板

・ステンレス
鋼板

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ（㎜）
※改修標準仕様書表

5.13による

・図示

※改修標準仕様書表

・図示

5.13による

※改修標準仕様書表

・図示

5.13による

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

・シーリング材
・ガスケット

・グレイジングチャンネル形
・
・シーリング材

・シーリング材

・

・

ガラス留め材及び溝の大きさ

※30MPa程度以上

加圧力 10～15ＭＰa程度

・無

※内張り　※外張り

※有 （２箱）

工程ごとの所要量の確認　・改修標準仕様書表4.6.1による

・図示

・図示

・図示

・図示

樹脂　・アクリル系　
外観　・つやあり　・つやなし

溶媒　・水系　・溶剤系
耐候性　・耐候形3種

・凹凸状（・吹付け・こて塗り）

・平たん状
・さざ波状
・ゆず肌状（・吹付け・ローラー塗り）

・砂壁状

・砂壁状じゅらく
・着色骨材砂壁状（・吹付け・こて塗り）

・京壁状じゅらく
・吹放し　・凸部処理　・平たん状
・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

・上塗材　・適用する　・適用しない
・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様
上塗材

・複層塗材
・外装厚塗材

・外装厚塗材
・外装厚塗材

・防水形複層塗材

・複層塗材

・防水形複層塗材

・防水形複層塗材
・防水形複層塗材ＲＳ

ＲＥ

Ｅ
ＣＥ

ＲＥ
・複層塗材Ｅ

Ｓｉ

・可とう形複層塗材ＣＥ
ＣＥ

・下地調整塗材

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・規制対象外　 ・

新規仕上塗材の種類

・平たん状 ・凸凹状・可とう系改修
用仕上塗材

・クラック処理（ボンドＵカットシール工法）は仕上面積の５％ｍ/㎡を目安とする。



・A種
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【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 05N・ S特記仕様書（４）

章 項目 特記事項項目 特記事項項目 特記事項章 章 項目 特記事項章

６

内
装

改
修
工

事

６

内
装

改
修
工

事

装

改
修
工

事

その他のボード
18 せっこうボード

及び合板張り

［6.13.2～3］

JIS
記号種　　類 厚さ（㎜）、規格等

・硬質木毛セメント板

・中質木毛セメント板
・普通木毛セメント板
・硬質木片セメント板
・普通木片セメント板

・けい酸カルシウム板

MW
HW

NW
HF
NF

0.8FK

1.0FK

DR

・15　・20　・25　・

・15　・20　・25　・
・15　・20　・25　・

・12　・15　・18　・21 ・
・30　・

・フラットタイプ

・凹凸タイプ
（※12（不燃）　・15　・19　・　）

（※9（不燃）　・12　・　　）
・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール吸音ボード

１号
・グラスウール吸音ボード

１号32Ｋ
GW-B

RW-B ・25 ・

・せっこうボード GB-R

GB-NC

GB-S

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード
・強化せっこうボード
・せっこうラスボード

（木目）

・化粧せっこうボード

・化粧せっこうボード

・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　・

・12.5（不燃）　・15（不燃）

9.5（不燃）化粧無（下地張り用）
化粧有（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

模様（・柾目　・板目）専用下地材有り

GB-F

GB-L

(W)
GB-D

GB-D

(T)

・普通合板 表面の材種
生地、透明塗料塗り

（※ﾗﾜﾝ程度　・　　　　）
不透明塗料塗り

（※しな程度　・　　　　）

・防虫処理　・難燃処理

板面の品質（　　　　）

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

樹種名（　　　　　　　　）

化粧加工の方法
（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ・ﾌﾟﾘﾝﾄ・塗装）

表面性能（　　　　　　）タイプ
厚さ(㎜)（　　　　）

厚さ(㎜)（　　　　）

厚さ(㎜)（　　　　）

・防虫処理　・難燃処理

・防虫処理　・難燃処理
JIS　K　6903による　（※1.2　　・　）・メラミン樹脂化粧板

・ポリエステル樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ
ファイバーボード

・単板張り

・化粧

パーティクルボード

パーティクルボード

・ハードボード（素地）

・ハードボード（化粧）

・インシュレーション
ボード

MDF

HB

IB

・無研磨板

・3　　・7　　・9　　・12

・10　 ・12　 ・15 　・18 ・

・

・塗装
・単板ｵ-ﾊﾞｰﾚｲ　　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ

・10（難燃）　・12（難燃）

・無研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾞｰﾄﾞ）
（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾞｰﾄﾞ）

・内装用　・外装用
・2.5　・3.5　・5　・7
Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・　）

・9　・12　・15　・18

せっこうボード等の下地は図示による。
遮音シール材 ・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

・適用しない
合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・

合板類の張付け　　※B種　・A種
せっこうボードの目地工法　　・仕上げ表による ・

［6.14.2～3］22 壁紙張り
ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外

・不燃　・準不燃

防火種別 備考

壁紙の種類

紙 繊維 ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ

無機質 その
他

・ ・ ・ ・ ・
・不燃　・準不燃・ ・ ・ ・ ・
・不燃　・準不燃・ ・ ・ ・ ・
・不燃　・準不燃・ ・ ・ ・ ・

・

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整

モルタル・プラスター面の下地調整　※RB種

・
せっこうボード面の下地調整

※RB種

※RB種 ・

23 モルタル塗り ［6.15.3、6］

吸水調整材は、改修工事標準仕様書表4.2.2による。
既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）

形状（※図示　・　　　　　）

床目地 ・設ける（工法※押し目地　・　　　　　）
・設けない

・設けない

・防水剤

（品質・性能）
工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

工事建築材料等品質性能表による

24 タイル貼り ［6.16.2～4］
伸縮調整目地の位置　床タイル（※縦、横とも4ｍ以内ごと　・図示　・　　　）

床タイル以外 （・図示　・　　　）

タイルの形状、寸法等

主な用途に

よる区分

施工箇所

形状

寸法
(㎜)

類

うわ
ぐすり

再生
材の
適用 備考

耐凍吸水率に
よる区分
Ⅰ Ⅲ

類

Ⅱ

類
ゆ

施 無

ゆ
う う

特

注

標

準
有 無

・ ・ ・ ・ ・

有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

害性

標準的な曲がりの役物は一体成形とする
試験貼り

見本焼き
・行う　・行わない
・行う　・行わない

・既成調合モルタル

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、
細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能）
工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

工事建築材料等品質性能表による

・既製調合目地材

（試験方法）

（品質・性能）

建築材料等品質性能表による

建築材料等品質性能表による

・接着剤による陶磁器質タイル貼り

タイルの形状、寸法等

主な用途に

よる区分

施工箇所

形状

寸法
(㎜)

類

うわ
ぐすり

再生
材の
適用 備考

耐凍吸水率に
よる区分
Ⅰ Ⅲ

類

Ⅱ

類
ゆ

施 無

ゆ
う う

特

注

標

準
有 無

・ ・ ・ ・ ・

有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

害性

標準的な曲がりの役物は一体成形とする
試験貼り ・行う　・行わない

・行う　・行わない

内装壁タイル接着材張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

・

25 セルフレベリング材
塗り

見本焼き

種類　・せっこう系　・セメント系

［6.17.2～3］

塗厚(㎜) ・

装
改
修

工
事

７

塗

［7.1.3］
屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・
防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　）

1 材料

2 下地調整 ［7.2.2～7］
塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

・

下地調整

下地面の種類
下地調整の種別

塗替え 新規
ひび割れ部

の補修
・ ・・ＲＡ種　・ＲＢ種

ＲＡ種

ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・行う
・行わない

・行う
・行わない

・行う
・行わない
ー

・
・

・
・

・

・

・

亜鉛めっき面（鋼製建具）

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

モルタル、プラスター面

ＡＬＣパネル面

コンクリート面(OP以外)、

コンクリート面(OP)、
押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

［7.3.2～3］3 錆止め塗料塗り

錆止め塗料塗りの種別

亜鉛めっき面

新規鉄鋼面見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

新規鉄鋼面

新規鉄鋼面

新規鉄鋼面見え掛り
新規見え隠れ

塗替え

塗替え

塗替え

EP-G以外

EP-G以外

鉄鋼面

EP-G

EP-G

塗装面 塗料 工程

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

７

塗

4 塗装

・合成樹脂調合
ペイント塗り

（SOP）

塗料の種別

・クリヤラッカー塗り（CL）

・フタル酸樹脂エナメル塗り（FE)
・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（NAD)

・耐候性塗料塗り（DP)

塗装面
工程

塗替え 新規

・

塗装の種類

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具)

亜鉛めっき鋼面
(鋼製建具以外)

木部屋外
木部屋内

鉄鋼面
・

・
・

・

・

・

・
・
・

・
・
・

・

・A種

・

・

・

ー ー

上塗り等級(　　)

ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等
屋内の木部
屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき鋼面

・・つや有合成樹脂

・ウレタン樹脂ワニス塗り（UC)

・ラッカーエナメル塗り（LE)

・オイルステイン塗り（OS)

・木材保護塗料塗り（WP）

・A種

・A種

・A種

ー

・

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め
・

合成樹脂エマルションペイント塗り替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

・合成樹脂エマルションペイント塗り（EP)

エマルションペイント

※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする ・

・高日射反射塗料塗り
下地調整（改修標準仕様書表7.2.2） ・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

塗料製造所の仕様による

塗付け量
(㎏/㎡)

工程
等級種類規格名称規格番号

塗料その他

塗料塗り JISK5675
耐候性
屋根用塗料 2種

・1級
・2級

・3級

・改修標準仕様書　第８章　耐震改修工事

改
修
工

事

８
1 適用範囲

＜共通事項＞

耐
震

・改修標準仕様書における第８章耐震改修工事以外の改修工事で第８章を引用
している部分

・
工事内容
・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・鉄骨ブレースの設置工事
・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き付け工法）

・柱補強工事（連続繊維補強工事）

・柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き付き工法）

・耐震スリット新設工事
・免震改修工事

・制震改修工事
・

2 既存部分の処理等
既存構造体の撤去［8.19.2］［8.20.2］［8.21.2］

撤去範囲
・図示による（　　　　　　　）

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処理
・図示による（　　　　　　　）

・

・

［8.19.2～8.19.3］［8.20.2～8.20.3］［8.21.2～8.21.3］

・既存柱、梁面
・既存壁

・・打継ぎ面の15～30％程度

・打継ぎ面の10～15％程度 ・

既存コンクリートの目荒らしの程度［8.19.3］［8.20.3］［8.21.3］

既存コンクリートの目荒らしの範囲［8.19.3］［8.20.3］［8.21.3］
・平均深さ2～5㎜（最大7㎜）程度の凹凸を全体にわたってつける

・

＜鉄筋＞

3 鉄筋の種類

［8.2.1］

種類の記号 呼び径(㎜) 備考

・SD295A

・SD345

［8.2.2］形状等

種類
・溶接金網

・鉄筋格子

種類の記号 網目の形状、寸法、鉄線の径(㎜) 使用部位

4 溶接金網

継手方法等 ［8.3.4］［8.3.2～8.4.3］

耐力壁の重ね継手の長さ
・図示による（　　　　　）

・

・図示による（　　　　　）

5 鉄筋の継手

継手位置図

6 鉄筋の定着の方法

及び長さ
［8.3.4］

・図示による（　　　　　）

・

鉄筋の定着方法

鉄筋の定着長さ
・図示による（　　　　　）

・

・

部位 呼び径(㎜)継手方法

柱、梁の主筋
耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋

・ガス圧接　・機械式継手　・溶接継手
・

（　　　　　）

・重ね継手

・重ね継手 ・

7 鉄筋のかぶり厚さ

及び間隔

（溶接金網を含む）

改
修
工

事

８

耐
震

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う） ［8.3.5］

・図示による（　　　　　）
・

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無
・無し

・有り　適用箇所（　　　　　）
鉄筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

軽量コンクリートで土に接する部分

・無し

・有り　適用箇所（　　　　　）
最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）㎜

・

耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

・無し

・有り　適用箇所（　　　　　）
最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）㎜

・

鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継手を除く）

・図示による（　　　　　）
・

［8.3.5］［8.4.2］・使用箇所　　　・図示による（　　　　）　　
H12建告第1463号に適合する性能

・Ａ級 ・
機械式継手の種類及び工法（　　　　　　）

鉄筋相互のあき

・
品質の確認方法

・図示による（　　　　　）

不良となった継手の修正方法等

・図示による（　　　　　）

・図示による（　　　　　）

8 機械式継手

使用箇所　　　・図示による（　　　　）　　 ・ ［8.3.5］［8.4.3］・
H12建告第1463号に適合する性能

・Ａ級 ・
鉄筋相互のあき

・
品質の確認方法

・図示による（　　　　　）

不良となった継手の修正方法等

・図示による（　　　　　）

9 溶接継手

10 圧接完了後の試験 外観試験 ［8.3.8］

超音波探傷試験

※行う（全数）
※行う（全数）

11 割裂補強筋

・図示による（　　　　　）

・図示による（　　　　　） ・

＜コンクリート＞
12 コンクリートの

気乾単位容積質量
による種類及び
強度

仕様

・普通コンクリート

［8.19.6］［8.20.7］

適用箇所設計基準強度（N/㎜2） スランプ

・24
・

・

※18

・軽量コンクリート

［8.1.3～8.1.4］［8.9.2］

［8.1.3～8.1.4］［8.9.2］

適用箇所設計基準強度（N/㎜2） スランプ

の種別
種別

※Ⅰ類（JIS　A　5308への適合を認証されたコンクリート）

・Ⅱ類（JIS　A　5308に適合したコンクリート）

13 コンクリート

14 セメント

［8.1.3］

［8.2.5］種類

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種（普通ポルトランド

セメントの品質は、JIS　R　5210に示された規定の他、水和熱が7日目で
352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものとする）

使用部位（　　　　　　　　）
・高炉セメントＢ種 使用部位（　　　　　　　　）

使用部位（　　　　　　　　）・フライアッシュセメントＢ種
・

アルカリシリカ反応性による区分

※Ａ

・混和剤

［8.2.5］

［8.2.5］

15 骨材

混和剤の種類　　※改修標準仕様書8.2.5(d)(1)による

・Ｂ

・

・
・混和材

16 混和材料

17 気乾単位容積質量

・軽量コンクリート［8.9.1］ ・

（6.2.3）［8.9.1］

種類 ・１種　　　・２種

適用箇所 ・
18 軽量コンクリート ［8.9.1］

［8.10.2］
構造体強度補正値 ※６N/㎜2 ・

19 暑中コンクリート

20 マスコンクリート （6.2.1）（6.13.1～6.13.2）

適用箇所

・図示による（　　　　　）

・図示による（　　　　　） ・

セメントの種類

・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント
・高炉セメントＢ種
・フライアッシュセメント
・普通ポルトランドセメントに標準仕様書6.13.2(b)(2)の混和材を混合したもの
・

混和材料

・混和剤

混和剤の種類
※JIS　A　6204に適合するＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤

・
スランプ　　※15㎝ ・

混和材の種類　　※改修標準仕様書8.2.5(d)(2)による

・普通コンクリート（6.2.3）　・2.3ｔ/m3程度

・研磨板

・研磨板

・

役物 色

役物 色

※規制対象外

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル貼り

※塗替え面積の30％程度　・図示

9.5（準不燃）

12.5（不燃）幅440㎜程度

9.5
・12.5（不燃）　・15（不燃）
12.5（不燃）

（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

（EP-G)

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（EP-T)

タイプ2（無石綿）　・6　・10  ・12

家庭科教室床 25

施工箇所

会議室天井

・ＲＢ種

・ＲＢ種 ・ＲＡ種
・ＲＡ種

・ＲＣ種

・ＲＢ種
・ＲＢ種

・ＲＢ種

・ＲＢ種

・ＲＢ種

・Ａ種

・Ａ種

・Ａ種
・Ａ種

・Ａ種

・Ｂ種
・Ｂ種
・Ｂ種

・Ｃ種
・Ｃ種

・Ｃ種
・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種
・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種
・Ａ種

・Ｃ種
・Ａ種

・1種　・2種

・B種

・B種
・B種
・A種

・B種

・B種

・B種 ・B種・A種

・B種・A種

・B種

・B種・A種
・B種

・B種

・B種
・B種
・B種

・B種

・B種
・B種

・B種 ・B種・A種

・B種

・A種

・B種・A種

・B種・A種

・B種・A種

・B種・A種
・B種・A種

・B種 ・B種・A種

・亜鉛めっき鋼面

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形

・鉄鋼面　上塗り等級(　　)・　級

・　級

・A種

・A種・

・

・C種
・A種

・B種・

・



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 06床面積、建築面積　求積図

敷地面積　求積図
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敷地面積求積図　1/300

１

２

３

距離（X) 距離（Y) 面積記号

敷地面積　算定表

４

５

６

７

８

９

10

11

24.300 15.280 371.304

24.300 4.250 103.275

26.900 20.920 562.748

20,920

25.330 13.480 341.448

25.860 14.150 365.919

27.760 1.190 33.034

38.700 23.770 919.899

35.000 8.620 301.700

27,330

27.330 2.900 79.257

24.380 1.440

4.190

35.107

23,500

23.500 98.465

12 14.430 1.190 17.172

計 3,229.328

3,229.328／2＝1,614.664 （1,614.66）㎡

１

２

３

2

2.600

10.100 8.000

5.800

－3.500 1.350

161.600

15.080

2

1

－9.450

計 167.230

１階床面積

距離（X) 距離（Y) 面積記号 個数

２階床面積 167.230１階床面積と同じ

３階床面積 １階床面積と同じ 167.230

床面積、建築面積　算定表

４階床面積

延床面積 592.845

建築面積

４ 3.500 0.800 2 5.600

167.230＋5.600＝172.830

（592.85）㎡

１

２

３

2.600

10.100 8.000

5.800

－3.500 1.350

15.0801

計

1

1

80.800

－4.725

91.155

距離（X) 距離（Y) 面積記号 個数

（172.83）㎡

1／300

1／200



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 07

配　置　図 

面　積　表

付近見取図
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配　置　図   1/300
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国道167号線

上之郷駅

阿児町

山田清掃センター

市営住宅山田住宅

市営住宅新山田住宅

工事場所 

敷地面積

建築面積

１階床面積

２階床面積

３階床面積

４階床面積

延床面積
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合計

（㎡）面　　積　　表
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1,614.66

付近見取図

N

6,300

U-180
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外灯

Ａ棟 Ｂ棟

（Ａ棟） （Ｂ棟）

1／300
西 沢 建 築 設 計 事 務 所



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 08１階平面図

［T-2］
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1／75
西 沢 建 築 設 計 事 務 所



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 09２階平面図
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西 沢 建 築 設 計 事 務 所



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 10３階平面図
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【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 11４階平面図
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一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 12

屋根平面図
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詳細図    1/20 瓦小口モルタル詰め現況改修
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ケラバ固定釘打込み修繕　　釘頭：変成シリコーン防水処理

棟瓦廻りシーリング防水処理　　変成シリコーン（２成分系) 10×10

瓦ひび割れ部シーリング防水処理　　変成シリコーン(２成分系）5×5

棟瓦小口モルタル詰め現況改修

事前調査（屋根面目視・マーキング、計測、図面記入）

前面下地調整　　ＲＣ種

屋根改善工事

既設　洋瓦（スパニッシュ風・陶器）葺き

高圧水洗（10～15 MPa）

全面塗装　　　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ａ-１種）

1／20

1／75
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西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 13立面図 1/100
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一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 14断面図（１）
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(中央階段室含む)

外壁改善工事

屋根改善工事 既設　洋瓦（スパニッシュ風・陶器）葺き

事前調査（屋根面目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

瓦ひび割れ部シーリング防水処理　　変成シリコーン(２成分系）5×5

ケラバ固定釘打込み修繕　　釘頭：変成シリコーン防水処理

棟瓦廻りシーリング防水処理　　変成シリコーン（２成分系) 10×10

棟瓦小口モルタル詰め現況改修

前面下地調整　　ＲＣ種

全面塗装　　　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ａ-１種）

事前調査（外壁面目視、マーキング、計測、図面記入）

改修サッシ廻り変成シリコーンシーリング（２成分系） 10×10 

既設サッシ廻りシーリング 10×10 撤去

躯体打継部目地シーリング撤去　10×20

改修躯体打継部目地変成シリコーン（２成分系)　10×20

既設窓サッシ手摺り　　取り外し及び復旧

高圧水洗（10～15 MPa）

竪樋改善工事 既設　ＶＰΦ75　ＯＰ塗装　　掴み金物：ステンレス

下地調整　ＲＣ種

バルコニー防水

軒樋改善工事 既設　塩ビ製角　Ｗ＝120　ＯＰ塗装　掴み金物：ステンレス

軒樋　既設塩ビ製角 W=120 取替え　　既設軒樋撤去処分

パナソニックエアロアイアン（前高１６５ワイド）同等品　掴み金物：ステンレス

既設　床モルタルコテ下地　　ウレタン系塗膜防水　トップコート仕上げ

下地　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場）既設防水の上　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

改善工事

中央階段室床 既設　１階　100角タイル貼り　モルタルコテ押え仕上げ

小庇防水改善工事 既設　防水モルタルコテ押え仕上げ

(平場・立上り共)　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場・立上り共）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　１階～４階床　モルタルコテ押え下地　ウレタン系弾性塗り床 t=1.5仕上げ

改善工事

１階ピロティ 既設　床 モルタルコテ押え仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　壁・天井　コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

事前調査（壁面、天井面　目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法　　

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

１階バルコニー　エポキシ樹脂塗床（平場、立上り共）

(立上り・笠木）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

仕上塗装　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ｃ種）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

既設　有孔ケイカル板 t=6下地　アクリル系吹付けタイル

高圧水洗（10～15 MPa）

ボード下地天井

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

仕上材　　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

既設ケイカル板 t=6下地 アクリル系吹付けタイル

外壁　既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

既設　コンクリート打放し下地　　アクリル系吹付けタイル

2,
80
0

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

既設　コンクリート打放し下地　　アクリル系吹付けタイル

既設　コンクリート打放し下地　　アクリル系吹付けタイル

2,
40
0

天井　既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）
天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

外壁　既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
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【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 15断面図（２）
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外壁　既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

(中央階段室含む)

外壁改善工事

屋根改善工事 既設　洋瓦（スパニッシュ風・陶器）葺き

事前調査（屋根面目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

瓦ひび割れ部シーリング防水処理　　変成シリコーン(２成分系）5×5

ケラバ固定釘打込み修繕　　釘頭：変成シリコーン防水処理

棟瓦廻りシーリング防水処理　　変成シリコーン（２成分系) 10×10

棟瓦小口モルタル詰め現況改修

前面下地調整　　ＲＣ種

全面塗装　　　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ａ-１種）

事前調査（外壁面目視、マーキング、計測、図面記入）

改修サッシ廻り変成シリコーンシーリング（２成分系） 10×10 

既設サッシ廻りシーリング 10×10 撤去

躯体打継部目地シーリング撤去　10×20

改修躯体打継部目地変成シリコーン（２成分系)　10×20

既設窓サッシ手摺り　　取り外し及び復旧

高圧水洗（10～15 MPa）

竪樋改善工事 既設　ＶＰΦ75　ＯＰ塗装　　掴み金物：ステンレス

下地調整　ＲＣ種

バルコニー防水

軒樋改善工事 既設　塩ビ製角　Ｗ＝120　ＯＰ塗装　掴み金物：ステンレス

軒樋　既設塩ビ製角 W=120 取替え　　既設軒樋撤去処分

パナソニックエアロアイアン（前高１６５ワイド）同等品　掴み金物：ステンレス

既設　床モルタルコテ下地　　ウレタン系塗膜防水　トップコート仕上げ

下地　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場）既設防水の上　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

改善工事

中央階段室床 既設　１階　100角タイル貼り　モルタルコテ押え仕上げ

小庇防水改善工事 既設　防水モルタルコテ押え仕上げ

(平場・立上り共)　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場・立上り共）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　１階～４階床　モルタルコテ押え下地　ウレタン系弾性塗り床 t=1.5仕上げ

改善工事

１階ピロティ 既設　床 モルタルコテ押え仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　壁・天井　コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

事前調査（壁面、天井面　目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法　　

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

１階バルコニー　エポキシ樹脂塗床（平場、立上り共）

(立上り・笠木）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

仕上塗装　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ｃ種）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

既設　有孔ケイカル板 t=6下地　アクリル系吹付けタイル

高圧水洗（10～15 MPa）

ボード下地天井

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

仕上材　　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

既設　コンクリート打放し下地　　アクリル系吹付けタイル

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井　既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

外壁　既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

外壁　既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
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【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 16断面図（３）

GL GL

450 8,000 1,300

1,350 6,650

2,
00
0

2,
00
0

10
,8
00

1,
12
5

87
5

2,
80

0
2,
80

0
2,
80

0

13
0

13
0

13
0

2,
80

0
2,
80

0
2,
80

0
87
5

1,
12
5

13
0

62
0

64
0

27
01
30

1,
14
0

62
0

64
0

27
01
30

1,
14
0

62
0

64
0

27
0

60
0

1,
80
0

60
0

1,
80
0

60
0

1,
80
0

85
0

20
0

450 8,000

1,350 2,650 4,000

10

5.0

バルコニー

バルコニー

バルコニー

小口タイル貼り

小口タイル貼り

屋根　洋瓦（スパニッシュ風・陶器）葺き　5.0/10

11
5

3FL

2FL

1FL1FL

30
0

30
0

8,
70
0ＬＤＫ

ＬＤＫ

ＬＤＫ

3FL

2FL

断面図（３）　1/50

1,
14
0

1／50

(中央階段室含む)

外壁改善工事

屋根改善工事 既設　洋瓦（スパニッシュ風・陶器）葺き

事前調査（屋根面目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

瓦ひび割れ部シーリング防水処理　　変成シリコーン(２成分系）5×5

ケラバ固定釘打込み修繕　　釘頭：変成シリコーン防水処理

棟瓦廻りシーリング防水処理　　変成シリコーン（２成分系) 10×10

棟瓦小口モルタル詰め現況改修

前面下地調整　　ＲＣ種

全面塗装　　　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ａ-１種）

事前調査（外壁面目視、マーキング、計測、図面記入）

改修サッシ廻り変成シリコーンシーリング（２成分系） 10×10 

既設サッシ廻りシーリング 10×10 撤去

躯体打継部目地シーリング撤去　10×20

改修躯体打継部目地変成シリコーン（２成分系)　10×20

既設窓サッシ手摺り　　取り外し及び復旧

高圧水洗（10～15 MPa）

竪樋改善工事 既設　ＶＰΦ75　ＯＰ塗装　　掴み金物：ステンレス

下地調整　ＲＣ種

バルコニー防水

軒樋改善工事 既設　塩ビ製角　Ｗ＝120　ＯＰ塗装　掴み金物：ステンレス

軒樋　既設塩ビ製角 W=120 取替え　　既設軒樋撤去処分

パナソニックエアロアイアン（前高１６５ワイド）同等品　掴み金物：ステンレス

既設　床モルタルコテ下地　　ウレタン系塗膜防水　トップコート仕上げ

下地　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場）既設防水の上　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

改善工事

中央階段室床 既設　１階　100角タイル貼り　モルタルコテ押え仕上げ

小庇防水改善工事 既設　防水モルタルコテ押え仕上げ

(平場・立上り共)　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場・立上り共）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　１階～４階床　モルタルコテ押え下地　ウレタン系弾性塗り床 t=1.5仕上げ

改善工事

１階ピロティ 既設　床 モルタルコテ押え仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　壁・天井　コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

事前調査（壁面、天井面　目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法　　

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

(立上り・笠木）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

仕上塗装　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ｃ種）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

既設　有孔ケイカル板 t=6下地　アクリル系吹付けタイル

高圧水洗（10～15 MPa）

ボード下地天井

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

仕上材　　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

既設　コンクリート打放し下地　　アクリル系吹付けタイル

既設ケイカル板 t=6下地 アクリル系吹付けタイル
天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

１階バルコニー　エポキシ樹脂塗床（平場、立上り共）

１階バルコニー　エポキシ樹脂塗床（平場、立上り共）

外壁　既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
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西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 17断面図（４）
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既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

(中央階段室含む)

外壁改善工事

屋根改善工事 既設　洋瓦（スパニッシュ風・陶器）葺き

事前調査（屋根面目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

瓦ひび割れ部シーリング防水処理　　変成シリコーン(２成分系）5×5

ケラバ固定釘打込み修繕　　釘頭：変成シリコーン防水処理

棟瓦廻りシーリング防水処理　　変成シリコーン（２成分系) 10×10

棟瓦小口モルタル詰め現況改修

前面下地調整　　ＲＣ種

全面塗装　　　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ａ-１種）

事前調査（外壁面目視、マーキング、計測、図面記入）

改修サッシ廻り変成シリコーンシーリング（２成分系） 10×10 

既設サッシ廻りシーリング 10×10 撤去

躯体打継部目地シーリング撤去　10×20

改修躯体打継部目地変成シリコーン（２成分系)　10×20

既設窓サッシ手摺り　　取り外し及び復旧

高圧水洗（10～15 MPa）

竪樋改善工事 既設　ＶＰΦ75　ＯＰ塗装　　掴み金物：ステンレス

下地調整　ＲＣ種

バルコニー防水

軒樋改善工事 既設　塩ビ製角　Ｗ＝120　ＯＰ塗装　掴み金物：ステンレス

軒樋　既設塩ビ製角 W=120 取替え　　既設軒樋撤去処分

パナソニックエアロアイアン（前高１６５ワイド）同等品　掴み金物：ステンレス

既設　床モルタルコテ下地　　ウレタン系塗膜防水　トップコート仕上げ

下地　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場）既設防水の上　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

改善工事

中央階段室床 既設　１階　100角タイル貼り　モルタルコテ押え仕上げ

小庇防水改善工事 既設　防水モルタルコテ押え仕上げ

(平場・立上り共)　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場・立上り共）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　１階～４階床　モルタルコテ押え下地　ウレタン系弾性塗り床 t=1.5仕上げ

改善工事

１階ピロティ 既設　床 モルタルコテ押え仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　壁・天井　コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

事前調査（壁面、天井面　目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法　　

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

１階バルコニー　エポキシ樹脂塗床（平場、立上り共）

(立上り・笠木）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

仕上塗装　　耐候性塗料(ＤＰ・ふっ素樹脂塗料）塗り（Ｃ種）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

既設　有孔ケイカル板 t=6下地　アクリル系吹付けタイル

高圧水洗（10～15 MPa）

ボード下地天井

改善工事

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

仕上材　　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）

既設　コンクリート打放し下地　　アクリル系吹付けタイル
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【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 18断面図（５）
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既設有孔ケイカル板 t=6下地 アクリル系吹付けタイル

既設コンクリート打放し下地
アクリル系吹付けタイル

既設コンクリート打放し下地

既設コンクリート打放し下地
アクリル系吹付けタイル

既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

既設有孔ケイカル板 t=6下地 アクリル系吹付けタイル

既設有孔ケイカル板 t=6下地 アクリル系吹付けタイル

既設ケイカル板 t=6下地 アクリル系吹付けタイル

既設ケイカル板 t=6下地 アクリル系吹付けタイル

既設ケイカル板 t=6下地 アクリル系吹付けタイル

既設コンクリート打放し下地
アクリル系吹付けタイル

既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

既設コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル
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西 沢 建 築 設 計 事 務 所
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【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 19１階建具指示図
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一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 20２階建具指示図
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一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 21３階建具指示図
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一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 22４階建具指示図
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一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 23屋根建具指示図 1/75
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一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 24建　具　表　（１）　 1／50

記　　号

場　　所

内　　法

数　　量

見　　込

材　　質

塗　　装

備　　考

記　　号

場　　所

型　　式

内　　法

数　　量

見　　込

硝　　子

材　　質

塗　　装

備　　考

記　　号

場　　所

型　　式

内　　法

数　　量

見　　込

硝　　子

材　　質

塗　　装

備　　考

記　　号

場　　所

型　　式

内　　法

数　　量

見　　込

硝　　子

材　　質

塗　　装

備　　考

付属金物

付属金物

付属金物

付属金物

型　　式

硝　　子

AW
1

AW AW

AW AW AW

AW AW AW

AW AW AW

網入型ガラス t=6.8

1,700

1,
00
0

1,700

1,
00
0

1,700

98
5

1,700

98
5

1’ 2

2’ 3

1,700

1,
80
0

4

1,700

1,
00
0

4’ 5

1,5201,700

98
5

62
0

6

600

60
0

300

35
0

7 8

710

46
0

9

46
0

778

1,900

50
0

(アルミ窓用手摺)

1,900

50
0

(アルミ窓用手摺)

1,900

50
0

(アルミ窓用手摺)

1,900

50
0

(アルミ窓用手摺)

1,900

50
0

(アルミ窓用手摺)

1,900

50
0

(アルミ窓用手摺)

洋間（１）

アルミ引違い窓

1,700×1,000

70

網入型カラス t=6.8

アルミ

網戸、窓用手摺

防火設備

洋間（１）

アルミ引違い窓

1,700×1,000

70

網入型カラス t=6.8

アルミ

防火設備 防火設備

防火設備

アルミ引違い窓

1,700×1,000

70

網入型カラス t=6.8

アルミ

和室８帖

網戸、窓用手摺 網戸、窓用手摺

70

和室８帖 ＬＤＫ

アルミ引違い窓 アルミ引違い戸

1,700×1,000 1,700×1,800

70

クレセント、窓用手摺り
クレセント
ステンレス敷居

(上部）トーメイ t=3
(下部）型 t=4

アルミ アルミ

網戸、窓用手摺 網戸

アルミ引違い窓

1,700×1,000

70

アルミ

網戸、窓用手摺

洋間（１)（２）

70

和室８帖

トーメイ t=3

トーメイ t=3

ＬＤＫ

アルミ引違い窓

1,520×620

70

アルミ

網入型カラス t=6.8

網戸、窓用手摺

脱衣　ユニットバス

アルミ引違い窓 アルミ引違い窓

70

クレセント クレセント

アルミ

網戸

便所

アルミ内倒し窓

1,700×1,000 600×600

300×350

70

トップラッチ

網入型カラス t=6.8

網入型カラス t=6.8

アルミ

アルミ

網戸

網戸

70

トーメイ t=3

アルミ引違い窓

アルミ

便所

710×460

クレセント

網戸

クレセント

クレセント

クレセントクレセントクレセント

70

トーメイ t=3

アルミ引違い窓

アルミ

便所

クレセント

網戸

778×460

3×2棟 3×2棟 3×2棟

3×2棟 6×2棟

6×2棟 12×2棟

2×2棟 3×2棟 1×2棟

12×2棟

6×2棟



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 25建　具　表　（２）　 1／50

記　　号

場　　所

内　　法

数　　量

見　　込

材　　質

塗　　装

備　　考

記　　号

場　　所

型　　式

内　　法

数　　量

見　　込

硝　　子

材　　質

塗　　装

備　　考

記　　号

場　　所

型　　式

内　　法

数　　量

見　　込

硝　　子

材　　質

塗　　装

備　　考

記　　号

場　　所

型　　式

内　　法

数　　量

見　　込

硝　　子

材　　質

塗　　装

備　　考

付属金物

付属金物

付属金物

付属金物

型　　式

硝　　子

AW AW
10

600

60
0

11

500

50
0

AD
1

700

1,
90
0

AD
2

1,700

1,
80
0

AG
1

1,200

30
0

AG
2

1,600

1,
30
0

50
0

80
0

SD SD

SD
1

2 3 4
SD

800

1,
80
0

470

1,
92
0

60
4

1,
30
1

15

470

1,
30
0

1,700

1,
80
0

600×600

点検用足場

アルミ製片開き窓

70

アルミガラリ,あおり止め

カムラッチ

500×500

型 t=4

ピロティー

アルミ内倒し窓

70

トップラッチ

アルミ アルミ

倉庫

700×1,900

70

型 t=4 型 t=4

アルミ片開き戸 アルミ両開き戸

1,700×1,800

1

70

ステンレス沓摺、ＤＣ ステンレス沓摺、ＤＣ
ステンレス握り玉、ＳＬ ステンレス握り玉、ＳＬ

アルミ

アルミガラリ、防虫網
フランス落し

アルミガラリ アルミガラリ

小屋裏 小屋裏

1,200×300

70 70

アルミガラリ、防虫網

アルミガラリ、防虫網 アルミガラリ、防虫網

アルミ

アルミ アルミ

玄関

特定防火設備

800×1,800

80

レバーハンドル等
付属金物一式

室名札

スチール製片開き戸

470×1,920

80

ステンレス丁番
分電盤錠

スチール

ガス給湯器
ＰＳ ＰＳ

スチール製片開き戸

470×1,300

80

分電盤錠

ポンプ室

スチール製片開き戸 スチール製両開き戸

ブロアー室

1,600×1,300

1,700×1,800

1

80

スチール スチール

ステンレス丁番 ステンレス丁番
ステンレス取手

ＯＰ塗装 ＯＰ塗装 ＯＰ塗装

2×2棟 4×2棟

6×2棟

4×2棟 2×2棟 6×2棟

6×2棟 1×2棟

1,
09

0

670



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 26

（Ａ棟）（Ｂ棟）

１階ピロティ平面詳細図 1／50
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0
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0
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１階ピロティ平面詳細図　　1/50

床：高圧水洗(10～15 MPa)

床 巾木：高圧水洗(10～15 MPa)

床 巾木：高圧水洗(10～15 MPa)

床：高圧水洗(10～15 MPa) 床：高圧水洗(10～15 MPa)

床：高圧水洗(10～15 MPa)



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 27

モルタル金コテミガキ H=100

小口タイル貼り

2,
16
5

1,
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0
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0

1,
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0

10
0

1,
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0
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0

3,500 3,500 3,100 2,750 580 1,170 2,950 1,200 2,500

10,100 4,500 6,650

2,100 1,000 3,100 3,500 3,500 3,500
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2,500 1,000 2,500 450 1,350 6,650 1,250 3,250

6,000 4,500

Ａ’面

Ａ 面 Ｂ 面 Ｂ’面

Ｃ 面 Ｃ’面

Ｄ 面 Ｄ’面 Ｄ”面

モルタル金コテミガキ H=100 モルタル金コテミガキ H=100

モルタル金コテミガキ H=100 モルタル金コテミガキ H=100

モルタル金コテミガキ H=100

1,
20
0

2,
16
5

2,
16
5

2,
16

5

ＰＳ

1,700 1,800

プロパン庫

倉庫１ 倉庫２

倉庫３ 倉庫４

倉庫５ 倉庫６

自転車置場

ピロティ

１階ピロティ展開図　　1/50

コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル
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90
0

1,390 1,490 990 1,020 1,700

1,
80
0

465

340

60

1,
80

0
10
0

1,700

500 500 500 500

50
0

１階ピロティ天井伏図　　1/100

（Ａ棟）（Ｂ棟）

１階ピロティ展開図

１階ピロティ天井伏図

1/50

1/100

1,
32
0

改善工事

１階ピロティ 既設　床 モルタルコテ押え仕上げ

高圧水洗（10～15 MPa）

既設　壁・天井　コンクリート打放し下地　アクリル系吹付けタイル

事前調査（壁面、天井面　目視、マーキング、計測、図面記入）

高圧水洗（10～15 MPa）

クラック補修　　ボンドＵカットシール工法　　

下地調整　　セメント系下地調整材吹付け（Ｃ-１）

壁仕上材　　　可とう形複層塗材 ＣＥ吹付け（セメント系吹付けタイル：可とう形）

　　　　　　　凸凹状吹付け　水系ふっ素つやあり

天井仕上材　　ＥＰ塗装（Ｂ種）



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 28

（Ａ棟）（Ｂ棟）

バルコニー防水平面詳細図

断面詳細図

1／50

1／30

200 900 1,700 900 200

3,900

バルコニー

ＬＤＫ

1,
35

0
45
0

1,
80
0

ベランダ　平面詳細図　　1/50

1,
12
5

15
62
0

15
62

5

300 300

ウレタン防水（X-2)トップコート仕上げ

ウレタン防水（X-2)トップコート仕上げ ウレタン防水（X-2)トップコート仕上げ

既設シーリング：撤去

避難ハッチ 600×600

小庇　断面詳細図　　1/30

450 1,350

ウレタン防水（X-2)トップコート仕上げ

ベランダ　断面詳細図　　1/30

3,280

100 1,500

10
0

1,
50
0

230 230

ウレタン防水（X-2)トップコート仕上げ

バルコニー

打継目地　変成シリコーン（２成分系）10×20

防水端末変成シリコーン（２成分系）10×10 既設シーリング：撤去

サッシ廻り変成シリコーン（２成分系）10×10

サッシ廻り変成シリコーン（２成分系）10×10

サッシ廻り変成シリコーン（２成分系）10×10

小口タイル貼り

防水端末変成シリコーン（２成分系）10×10

450 900

打継目地　変成シリコーン（２成分系）10×20

小口タイル貼り

打継目地　変成シリコーン（２成分系）10×20

小口タイル貼り

20
0

74
0

小庇防水改善工事 既設　防水モルタルコテ押え仕上げ

(平場・立上り共)　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場・立上り共）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

バルコニー防水 既設　床モルタルコテ下地　　ウレタン系塗膜防水　トップコート仕上げ

下地　 高圧水洗（10～15 MPa）

(平場）既設防水の上　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

改善工事

１階バルコニー　エポキシ樹脂塗床（平場、立上り共）

(立上り・笠木）　ウレタン防水（X-2）トップコート仕上げ

西 沢 建 築 設 計 事 務 所



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 29

（Ａ棟）（Ｂ棟）

分電盤等鉄部塗装工事

詳細図

1／75

1／20

ＰＳ

Ａタイプ

1,700 1,800

プロパン庫

倉庫１ 倉庫２

倉庫３ 倉庫４

倉庫５ 倉庫６

スロープ スロープ

花壇 花壇

上ル

　

スロープ

上ル 上ル

上ル

郵便受け

自転車置場

ピロティ

［T-2］

［M-1］

［L-1］

14
5

Ａ棟（ポンプ室）

SD-4

掲示板

ＰＳ

プロパン庫

上ル

［L-2］

［T-1］

1,
35

0

AD-2
Ｂ棟(ブロアー室）

掲示板

スロープ

花壇

上ル

　

上ル

郵便受け

和室８帖

洋間（１） 洋間（２）

ＬＤＫ

押入 押入

物入

ＰＳ

脱衣 ＵＢ

玄関

便所

バルコニー

ホール

Ａタイプ

下ル

下ル

［TV-1］

［TV-2］

４階階段室平面図　　1/75

Ａ棟１階平面図　　1/75 Ｂ棟１階平面図　　1/75

850 125

1,
33
0

500 125

60
0

350

600

1,
63
0

1,
63
0

190

190

400 125

Ａ棟階段室　［L-1］

Ａ棟階段室　［M-1］

Ｂ棟階段室　［T-1・L-2］

Ａ棟,Ｂ棟 階段室４階　［TV-1・TV-2］

Ａ棟ピロティ内　［T-2］

80
0

※　下地調整　ＲＣ種　　錆止め塗装（Ｂ種）　　仕上：耐候性塗料（ＤＰ）塗り　Ｃ種　



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 30

（Ａ棟）（Ｂ棟）

鋼製建具、外灯ポール塗装工事 1／20　1／50

ガス給湯器

470 470

1,
30
0

1,
92
0

SD
2

SD
3６箇所×２棟 １箇所×２棟 片面（表面・枠）塗装片面（表面・枠）塗装

1,700

1,
80
0

SD
4 １箇所（Ａ棟） 両面（表裏・枠）塗装

3,
20
0

1,
30
0

50
1,
25
0

10
0

Ｇ－01

外灯詳細図　　1/50

Φ76.3

Φ139.8

ポール　塗装

外灯　№1・№2　（HST5A-200）２箇所　ポールＤＰ塗装

※　下地調整　ＲＣ種　　錆止め塗装（Ｂ種）　　仕上：耐候性塗料（ＤＰ）塗り　Ｃ種　

※　下地調整　ＲＣ種　　錆止め塗装（Ｂ種）　　仕上：耐候性塗料（ＤＰ）塗り　Ｃ種　



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 31配　置　図 

詳　細　図

外構改善工事

1／200

1／20

5 ,
00

0

（第Ａ棟） （第Ｂ棟）

U-180公道

外灯

外灯

9-H 2,000×Φ100

6-H 2,000×Φ100

公道

1-H 6,000×Φ320

1-H 6,000×Φ320

1-H 6,000×Φ320

低木密植 H=800  7.5 ㎡

2,350

300 300

85
0

750

低木密植 H=800  7.5 ㎡

低木密植 H=800  1.9 ㎡
300 450

低木密植 H=800  0.6 ㎡

低木密植 H=800  1.9 ㎡

1,750

枯草　0.6 ㎡

伐採撤去樹木

伐採撤去既設樹木　（ 本数－幹高×幹径 ）を示す

N

(建物周囲）

1-H 6,000×Φ180

15-H 2,000×Φ100

(花壇）

3-H 6,000×Φ320

1-H 6,000×Φ180

低木密植 H=800

洗い出し舗装草刈り 延 4.0 ㎡

洗い出し舗装草刈り 延 4.0 ㎡

19.4 ㎡

0.6 ㎡

草刈り

(洗い出し舗装面）草刈り

雑草刈り

延 8.0 ㎡

枯草刈り

低木伐採撤去の後

花壇 レンガ積み
砕石敷き 　t=30　転圧

砕石敷き 　t=30　転圧

(花壇）

(高木撤去後）

真砂土敷き t=30（0～5㎜）

真砂土敷き t=30（0～5㎜）

周辺地盤－30程度まで除根

800 100100

27
0

30
20

30

根入高

除根無し

除根無し

500

350

300

除根無し

Φ1,200程度

真砂土敷き t=30（0～5㎜）

真砂土敷き t=30～50（0～5㎜）

(インターロッキングブロック舗装面）

インターロッキングブロック舗装

花壇等外部植樹　伐採撤去　花壇 真砂土敷き(0～5㎜）t=30

インターロッキングブロック舗装面　高圧水洗（30～50 MPa）　建物廻り雑草刈り

高圧水洗機にて清掃（30～50 MPa）

1,200

詳　細　図   1/20

配　置　図   1/200

西 沢 建 築 設 計 事 務 所



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 32

仮設計画図（参考図）（１）

屋根平面図 1／75

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

11
,5
00

45
0

30
0

8,
00
0

3,
50
0

45
0

60
0

30
0

22,800

1,300 1,300

3,500 3,500 3,100 2,600 3,100 3,500 3,500

900 900

１ ３ ４ ５ ６ ７ ８２

1,7501,750

バルコニー

1,
35
0

3,280

バルコニー

1,
35
0

3,280

脚立足場（並列）H=1,800（３箇所）

13,200

100

3,
50
0

600

70
0

60
0

3,
60
0 600

600

10,800

100

60
0

60
0

90
0

600 600

2,
58
5

4,
61
5

4,
68
5

1,
61
5

600 800

1,400

1,300 1,300

3,500 3,500 3,100 2,600 3,100 3,500 3,500

22,800900 900

1,750 1,750

脚立足場（並列）H=1,800（４箇所）

60
0

9,
30

0
60

0

700

12,900

970
（ブラケット足場） 60

0
9,

30
0

60
0

（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

足
場
）

（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
足
場
）

600

6002,000700

45
0

11
,5
00

60
0

8,
00
0

3,
50
0

45
0

30
0

45
0

屋根平面図    1/75

くさび緊結式足場（建地幅 600）

メッシュシート張り

くさび緊結式足場（建地幅 600）H=10,40012,600 （ブラケット足場）

11,600 （ブラケット足場）

10,200

くさび緊結式足場（建地幅 600）H=12,200

くさび緊結式足場（建地幅 600）H=12,200 （ブラケット足場）

10
,5

00

10
,5
00

く
さ

び
緊
結
式
足
場
（
建
地
幅
 6

00
）
H=
11
,0
00

11,400 （ブラケット足場）

2,700 くさび緊結式足場（建地幅 600）H=10,40012,000くさび緊結式足場（建地幅 600）H=15,200

90
0

く
さ
び
緊
結
式
足
場
（

建
地
幅
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00
）
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,4
00
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結
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地
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00
0

70
0

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
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【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 33

仮設計画図（参考図）（２）

階段室平面図 1／75

ＰＳ

倉庫１ 倉庫２

倉庫３ 倉庫４

倉庫５ 倉庫６

ピロティ

3,320 3,320 1,000

820

99
0

2,
36
0

2,
36
0

6,
47

0

1,
75
0

プロパン庫自転車置場

1,9202,
57
0

2,920

脚立足場（並列）H=1,800

１階ピロティ平面図    1/75

物入

ＰＳ

ＰＳ

便所

花壇

上ル

　

スロープ

上ル

スロープ

上ル

郵便受け

掲示板

1,000

ＵＢ

99
0

脚立足場（並列）H=1,800

5,
70
0

2,380

内部階段単管足場

物入

物入

ＰＳ

ＰＳ

ＵＢ

玄関

便所

便所

上ル下ル

上ル

99
0

1,000

1,000

99
0

脚立足場（並列）H=1,800

脚立足場（並列）H=1,800

2,380

5,
70
0

内部階段単管足場

物入

物入

ＰＳ

ＰＳ

ＵＢ

玄関

便所

便所

上ル下ル

上ル

99
0

1,000

1,000

99
0

脚立足場（並列）H=1,800

脚立足場（並列）H=1,800

2,380

5,
70
0

内部階段単管足場

物入

ＰＳ

ＵＢ

玄関

便所

上ル下ル

99
0

1,000

脚立足場（並列）H=1,800

2,380

5,
70
0

内部階段単管足場

２階平面図    1/75

１階平面図    1/75 ３階平面図    1/75

４階平面図    1/75

西 沢 建 築 設 計 事 務 所



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 34立面図（１）

仮設計画図（参考図）（３）
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西立面図    1/100

南立面図    1/100 東立面図    1/100

北立面図    1/100
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くさび緊結式足場（建地幅 600） くさび緊結式足場（建地幅 600）

メッシュシート張り
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一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ａ 35立面図（２）

仮設計画図（参考図）（４）
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くさび緊結式足場（建地幅 600） くさび緊結式足場（建地幅 600）

くさび緊結式足場（建地幅 600）

メッシュシート張り

3,800

4,
80
0

7,800

1,
20

0

4,
05
0

2,
97
0

くさび緊結式足場（建地幅 600）

2,
37
0

1,
65
0

4,685 足場(平均 H=2,850)

3,
65
0

6,
15
0 4,

95
0

5,015 足場(平均 H=4,900)4,400

1,
83
0

2,
97
0

3,
60
0

3,000

15
,2
00

15
,2
00

60
0

2,
10
0

1,015 足場(平均 H=1,875)

1,985 600

4,
64
0

足場(平均 H=4,145)
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【特記事項】

01令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ｅ特記仕様書（電気：改修） N・ S

・

足場その他３

施工図等４

完成図等５

電源周波数６

耐震措置７

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

　　特定の施設 　　一般の施設

一般機器 一般機器

上層階

屋上及び塔屋

中間階

地下・１階

機器

防振支持の機器

水槽類

水槽類

防振支持の機器

機器

水槽類

防振支持の機器

機器

2.0 1.5 1.5 1.0

2.0 2.0 2.0 1.5

2.0 1.5 1.5 0.6

1.5 1.0 1.0

1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 0.6

1.0 0.6 0.4

1.0 1.0 0.6

2.0 1.0 0.6

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

他工事との工事区分

　
　

●
　

　
一

　
　

般
　

　
事

　
　

項 電動機出力(kW)

規約効率(％)

0,4 0.75

86.0 88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

電動機出力(kW)

規約効率(％)

11 15

94.5 95.0

18.5

95.5

22 30 37 45

95.5 95.5 95.5 95.5

他工事との取合い

発電機の基礎

配電盤・制御盤等の基礎

自立型テレビアンテナの基礎（屋上）

避雷針の基礎（屋上）

配線ピット及び蓋

自立閉鎖装置を取付ける防火戸の切込・補強及びﾄﾞｱﾁｪｯｸ・ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ

照明器具・幹線等の吊ボルト用のインサート

別途機器などへの接続（直接接続するもの）

機器付属制御盤以降の配管配線（接地共）

機器付属制御盤への電源供給の渡配管配線（接地共）

天井吊型 FCU 及び全熱交換形換気扇と操作スイッチとの渡配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

小便器用水装置の制御盤以降の配管配線

自動扉及び電動シャッターなどの制御装置に至る配管配線

防油提

天井点検口

梁・床・壁貫通部

埋込分電盤・端子盤・プルボックス

軽量鉄骨下地天井・壁ボード類の切込

床デッキプレート

既製間仕切壁の位置ボックス及びその取付

補強

スリーブ・仮枠

補強

仮枠

補強有りの場合(補強共)

補強無しの場合

切込

屋内・屋上

屋外

電気設備工事 機械設備工事 建築工事

開

口

部

機器付属制御盤への操作回路の渡配管配線

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

取付高さ[mm]測　点名　　　称 名　　　称 測　点 取付高さ[mm]

電
力

共
通

積算計器

引込開閉器

分電盤

スイッチ

スイッチ

スイッチ

(多目的便所)

(自動扉)

(一般)

(和室)

(台上)

(土間)

(外壁・屋外)

(一般)

(踊場)

(鏡上)

壁掛形制御盤

手元開閉器箱

制御スイッチ

集合保安器箱

室内端子盤

壁付電話機

壁掛形親時計

子時計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ
拡

声
時

計
構

内
交

換
動
　

力

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
コ

ン
セ

ン
ト

電
　

　
　
灯

1,800～2,000

1,800～2,200

1,300

1,100

1,800

300

150

 150～ 200

500

800

2,100～2,300

2,000～2,500

150

1,500

1,300

300

200

1,300

1,500

(上端1,900以下)

天井高×0.9

1,300

天井高×0.9

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

地上 窓中心

地上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

台上 中心

床上 中心

地上 中心

床上 中心

床上 中心

鏡上端 中心

床上 中心

床上 中心

床上 下端

天井下 上端

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

1,500

(上端1,900以下)中心～床上

1,500

(上端1,900以下)中心～床上

情報表示盤

壁付発信器 1,300

ﾍﾞﾙ･ﾌﾞｻﾞｰ･ﾁｬｲﾑ 2,300

壁付押釦（一般） 1,300

外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機 標準図による

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(上記以外) 1,300

呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 900

呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 300

復帰釦 1,500～1,800

機器収容箱 200
ﾃﾚﾋﾞ端子
直列ﾕﾆｯﾄ 300

150

受信機･副受信機  800～1,500

機器収容箱･発信機  800～1,500

警報ベル 2,300

表示灯 2,100

ｶﾞｽ検知機(LPG) 300

出
退

表
示

誘
導

支
援

テ
レ

ビ
共
同

受
信

火
災

報
知

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～天井下 上端

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

天井高×0.9

備
　

　
考

注） 1.天井高3,000以上の場合及び上記取付高さにおいて

2.意匠に関する部分(正面玄関･玄関ﾎｰﾙ･EVﾎｰﾙ･上級室

　･会議室)の取付位置は、監督職員と協議すること。

3.表記は原則とし、施工前に監督職員の承諾を受ける。

(一般)

(和室)
ﾃﾚﾋﾞ端子
直列ﾕﾆｯﾄ

機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

機　　　　材　　　　名

照明制御装置

蛍光灯器具

可変速運転用インバータ装置

分電盤

制御盤

キュービクル式配電盤

高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）

高圧交流遮断機

高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

高圧負荷開閉器

高圧変圧器（特定機器）

交流無停電電源装置

太陽光発電装置（ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ及び系統連系保護装置）

監視カメラ装置

中央監視制御（監視制御装置）

高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）

工　程 作業内容 分別解体の方法

・ 新築

・ 増築

・ 修繕

・ 模様替

建築設備工事

無

有・

・ 手作業、機械作業併用

手作業・

・

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設名称

コンクリート・

木材・

ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ・

所　　在　　地

接 地 の 種 類

共同接地

共同接地

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種

Ｄ種

高圧避雷器

交換装置用

通信用

通信用

測定用

構造体接地

等電位接地

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

記　　号 接 地 抵 抗 値 接地極の規格・数量

Ω以下

電話引込口
の保安器用

E

１０Ω以下

Ω以下

Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

Ω以下

ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又は Ｗ=30,L=900） ×１

Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

銅板式 900×900×1.5t

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又は Ｗ=30,L=900） ×１

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=10,L=1500 又は Ｗ=30,L=1200）×3 連 - 　組

１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又は Ｗ=30,L=900） ×１

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

A・B・C・D

A・C・DE

AE

BE

CE

DE

DE

LHE

AtE

DtE

DtE

0E

tE

銅板式 600×600×1.5t

８

建物名称 国:延面積 建:延面積 消施令の適用 備　　考

別表第一 ( 7 ) 項

国:国有財産法延面積 （㎡） 建:建築基準法延面積 （㎡）

電灯設備

工事種目

建物別及び屋外

動力設備

電熱設備

雷保護設備

受変電設備

電力貯蔵設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像･音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯･入退室管理設備

自動火災報知設備

中央監視制御設備

構内配電線路

構内通信線路

テレビ電波障害防除設備

屋外･その他

工　　事　　種　　別

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

工事名称

Ⅰ．工事概要

１．工事場所 志摩市磯部町　地内

RC造　4階建

構造及び階数

592.85 m2×(2棟）市営住宅

市営住宅

２．建物概要

３．工事種目 (○印の付いたものが対象工事)

４．指定部分

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

○ 印が付いたものによる。
・
・
・

機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を（２）
適用する。

２．特記仕様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

（３）東海地震にかかる地震防災対策強化地域における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」による
注意情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の保全措置
を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約書第 26 条（臨機
の措置）によって処理されたものとする。

図による。

公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編）（平成28年版）
公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成28年版）
公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編）（平成28年版）

（１） 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の下記仕様書等のうち、 

なお、機械設備工事の特記仕様は（　／　～　　／　）図、建築工事の特記仕様は（　／　～　　／　）

環境への配慮１ １）国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する

共に、次の①から④を満たすものとする。

判断基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成２５年２月）閣議決定」
による。
２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると

合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ①
クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、
断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が
極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応
じた材料を使用する。

②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を
使用する。

を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等

④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデ
ヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使
用したものとする。

とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する
３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」

材料を指す。
建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル①
デヒド発散建築材料以外の材料
建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料②
建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料③
建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料④

材料・機材の品質等２ １）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ
き品質及び性能を有するものとする。

、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書
２）別表－１に示す設備機材等の製造業者等は次の①から⑥すべて事項を満たすものとし

面を提出して監督職員の承諾を受ける。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
③安定的な供給が可能であること。
④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

・ 別契約の関係受注者(下請け工事の場合は元請け)が定置したものは無償で使用できる。
・ 本工事で設置する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ
ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２
の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。公共建築改修工事

内部足場 （・ Ａ種・ Ｂ種・ Ｃ種・ Ｄ種・ 　種 )・
外部足場 （・ Ａ種・ Ｂ種・ Ｃ種・ Ｄ種・ 　種 )・

　工事が完成（指定部分に係わる完成を除く）したときは、本工事で作成する施工図等の
うち、下記の原図及び複写図（1 部）を監督職員に提出する。ただし、製作図等で原図と
して提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。
　なお、施工図等の著作権に係わる該当建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

機器製作図
試験成績書

一式　、
一式　、 機器・配管固定の施工図 一式

一式制御システム図

完成図(オリジナルファイルも提出)にＰＤＦ形式を加える(ＰＤＦは１ﾌｧｲﾙにまとめる)
ＰＤＦより縮刷製本を作成。保全に関する資料を含め、部数等は監督職員の指示による。

・ ５０Ｈz・ ６０Ｈz

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針  2005
年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。
１）設計用水平地震力
　　機器の重量［kgf]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。
　　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

  設計用標準水平震度

標準仕様書(電気設備工事編）第１編第1章2.2.2より足場の種別は以下による。

図面に特記無き場合は、次表の「他工事との工事区分表」による。

２）設計用鉛直地震力
　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

「他工事との工事区分表」

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の
場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。
・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの
・重要機器は次のものを示す。

・ 配電盤
・ 交流無停電電源装置
・ 中央監視装置
・  受変電設備

・ 発電装置(防災用)
・ 交換機
・ 総合盤
・

・ 直流電源装置
・ 自動火災報知受信機
・ 放送架
・

９ 発生材の処理等

10

引渡しを要するもの以外は、構内搬出適切処理とし、搬出処理費は別途とする。
について 引渡を要するもの・

特定管理産業廃棄物・
再生資源化を図るもの・
石綿含有品・

（
（
（
（

金属類・ 電線、ｹｰﾌﾞﾙ類・ 盤類・
PCB使用機器・ ｲｵﾝ化式感知器・ 蓄電池・
蛍光灯ﾗﾝﾌﾟ・ 白熱灯、HID灯・ ・

・ ・ ・

）
）
）
）

特定建設資材の 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」第９条による分別解体等実施
義務の対象建設工事となることが想定されるため、同法に基づき分別解体等及び特定建設
資材の再資源化等の実施について適正な措置を講ずる。ただし、工事契約後に明らかに
なったやむを得ない事情により、工事契約時に予定した条件により難い場合は、監督職員

源化等が完了した年月日、再資源化等をした施設の名称及び所在地、再資源化等に要した
費用を書面にて監督職員に報告する。

と協議する。また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資

①分別解体の方法

②特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

建設発生土の処分 ・ 構内敷きならし
・ 本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という。）の登録対象

工事であり、受注者は、工事の実施に当たっては土量、土質、土工期等に変更が有っ
た場合、速やかに当該システムのデーター更新を行うものとする。尚、これにより難
い場合には、監督職員と協議しなければならない。

11

届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に限る。）を
受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。ただし、当該施設への変更
については設計変更の対象としない。

電気工事士 最大電力 500 kＷ 以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

機器姿図２ 姿図の形状及び寸法は、概略を示す。

呼び線３ 長さ 1ｍ 以上の入線しない電線管には、1.2ｍｍ 以上の呼び線を挿入する。

ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄ４ フラッシュプレートは、図面に特記なき場合は次による。
・ 金属製（ステンレス、新金属も含む） ・ 樹脂製

天井仕上区分13 （　）書き又は△を頭に付したの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

電線本数・管路等５ 分電盤、制御盤、端子盤などの二次側以降の配管経路、電線の太さ、電線本数、管径等
は、監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。
ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

合成樹脂管配線７ 合成樹脂製可とう電線管 (ＰＦ管) 及び付属品は、タイプ - 25 のものを使用する。
なお、電力用位置ボックス類は原則として合成樹脂製とするが、コンクリート打ち込み
部分は金属製としても良い。
ただし、金属製とする場合は当該ボックスには接地を施すものとする。

薄鋼電線管８ 薄鋼電線管は表示されているものと同一外形のねじなし電線管を使用しても良い。

保護管９ ケーブル配線の保護管は、標準仕様書の金属管配線、合成樹脂管配線の項による。

最上階の10 最上階の天井スラブへの埋め込み配管は、原則として避けるものとする。

地中配線で、特記なき埋設深さは 0.6ｍ 以上とする。地中配線の11
なお、地中配線には標識シート等（２倍長以上重合せ）を設ける。

ハンドホールの蓋12 ハンドホール等の鉄蓋は、鋳型流し込みで用途名を表示する。
構内配電線路の用途名 （
構内通信線路の用途名 （

・ 電力
・ 通信

・
・

）
）

電力・電話の13
ち合わせのうえ監督職員と協議により施工する。また、外線工事負担金などの調査報告
電力及び電話引き込み線の引留方法、位置については電力会社及び電気通信事業者と打

を監督職員に速やかに行う。

機器取付高さ14 図面に特記無き場合は、次表の「機器標準取付高さ」による。

金属管の塗装６ 次の露出配管は、塗装を行う。
屋外の配管（ ・ ・ 直天井室内の配管 ・ ）

「機器標準取付高さ」

室内空気中の12 室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度
を測定し、監督職員に報告する。　なお、測定はパッシブ型採取機器により行う。化学物質の濃度測定

測定時期 ・工事着手前
測定対象室 ・図　示

・
・

施工終了時

・測定箇所 ・図　示

●
　

一
　

般
　
事
　

項
　
　
●
　
　
共

　
　

通
　

　
事
　
　
項

「接地極一覧表」

接地極15 図面に特記無き接地極は、次表の「接地極一覧表」による。

照明制御１ 照明制御の総合動作試験は次に示す事項について行い、監督職員に試験成績書を提出し、
承諾をうける。

・ 目標照度設定のための各調光センサー（夜間及び日中）
・ 在不在制御機能の動作及び動作時間設定のための調光人感センサー
・ タイムスケジュール制御における点滅及び調光制御の動作確認
・
注）上記試験項目は全数確認とする。

外光センサーによる点滅及び調光制御のための動作確認

照度測定２ 　一般照明の照度測定を（　　　箇所）測定し、監督職員に報告する。
　なお、測定する場所は、監督職員と協議とする。

３ 発電機回路用ｺﾝｾﾝﾄ 発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。

４ 電動機等の接地 金属管配線において、電動機容量 7.5ｋＷ 以下は金属管を接地線とする。

総合動作試験

　
●

　
　

電
　

力
　

・
　

受
　

変
　

電
　

・
　

発
　

電

　
●
　
　

電
　

力
　
・
　
受
　
変
　
電

　
・

　
発
　
電

５ 分電盤・実験盤 本工事の分電盤・実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器の寸法と定格は、JIS C 8201-2-1
：附属書XC(参考)「電灯分電盤用協約形回路遮断器」による。
また、漏電遮断器の寸法と定格は、JIS C 8201-2-2：附属書XC(参考)「電灯分電盤用協
約形回路遮断器」による。

インバータ装置の６
規約効率

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

自家発電設備８
の配管工事等

原動機・発電機と付属各機器間の燃料油、冷却水などの配管、制御用配線は、監督職員

太陽電池アレイ９ 太陽電池アレイの配置が決定した際、周辺環境への影響（日影・反射光等）を監督職員

設備機器容量等10 本工事及び別契約の関連工事において設備機器容量等が相違する場合は、関連する設備

の承諾を受けて多少相違しても差し支えない。

に報告すること。

の施工及び機器製作前に監督職員と協議し、指示を受けること。

の設置

低圧配電盤に用いる配線用遮断器は埋込形とし、全て警報接点付きとする。７ 低圧配電盤
IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。
規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、（２）

規約効率は、JEM-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。（１）

局　線１ 局線の新増設移転の手続きは、本工事とする。

電界強度の測定２ 最上階フロアのコンクリート打設前に、受信電波の電界強度測定を 3 か所以上行うこと。
また、その報告書を監督職員まで提出すること。

ケーブル３ ・ EM-UTPケーブルは、使用用途が判別できるようシース色等を変えること。
・

施工調査１ 事前調査　（
調査項目　（
調査範囲　（
調査方法　（

EM-CPEEケーブルは、EM-FCPEEケーブルを使用しても良い。

・ 図示 ）・
・ 図示 ）・
・ 既存資料調査 ）
・ 本工事 別途・

・
・
・

工事範囲
目視

）
既存配線ﾙｰﾄ

仮設備工事２ 仮電源 ・ 受変電設備 発電設備・
　　　ヶ月 ・ 図示による・仮設備期間

養生３ 既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編第１章による。

は　つ　り４ はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

非破壊検査５ 非破壊検査による埋設物の調査（　

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤ
モンドカッターによる。

・ 要 ・ 不要 ）　とする。
なお、範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

既設との取り合い６ 本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

別表－１

・養生範囲　（ ・ ） ・養生方法　（ ・ ）
　

●
　

通
　
信
　
・
　
情
　
報

　
●
　
　

改
　

　
修
　
　
一
　
　
般
　

　
事

　
　
項

　
　

●
　
　
一
　
　
般
　
　

事
　

　
項 再資源化等

成る建設資材
コンクリート及び鉄から・

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 項　　　　目章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 項　　　目章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

引き込み

埋設深さ等

埋め込み配管

１

仕　様　書

無・ 有・

改修一式

対象部分　　　既設照明器具をＬＥＤ照明に取替え

市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事

西 沢 建 築 設 計 事 務 所



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ｅ 02配　置　図 1／200

5 ,
00

0

公道

［LM-0］

U-180公道

配　置　図   1/200

外灯

外灯

（Ａ棟） （Ｂ棟）

ＬＭ－０

445 135

52
0

引込盤 LM-0 詳細図　　1/50

既設盤撤去処分

ステンレス盤ＢＯＸ　445×520×130以上のサイズ（既製品）　に取替え

3,
20
0

1,
30

0
50

1,
25
0

10
0

Ｇ－01

Φ76.3

Φ139.8

ポール　塗装

外灯詳細図　　1/50

点検蓋の取替え（２箇所）



一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

【特記事項】

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 Ｅ 03１階平面図

照明器具姿図

照明器具改修（Ａ棟・Ｂ棟共通）

1／75

１階平面図    1/75

22,800

1,300 1,300 700 700 900 1,700 900 900 1,700 9001,700

2,600 3,100 3,500 3,500

900

90
0

1,
70
0

90
0

90
0

1,
70
0

90
0

3,
50
0

1,
00
0

3,
50
0

４ ５ ６ ７ ８

和室８帖

洋間（１）

押入 押入

物入

ＰＳ

ＰＳ

脱衣ＵＢ

玄関

便所

バルコニー

ホール ＬＤＫ

Ａタイプ
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1,
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0
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0

45
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郵便受け

掲示板

自転車置場

ピロティ

Ａ棟（ポンプ室）

Ｂ棟(ブロアー室）

Ｗ－12

Ｃ－１１

Ｗ－13

1,300 1,300 450 600 350 930 600 170 990 1,520 990 900 1,700 900

3,500 3,500 3,100 2,600 3,100 3,500 3,500

22,800 900

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

1,5001,4901102,0001,3901101,7501,750

ランプ素材：ガラス管、Ｒａ：８４

反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

パナソニック　ＮＮＹ２０２５６ パナソニック　ＮＮＹ２０２４７ＬＥ１

光束 1,013 Lｍ 消費電力 12.9 Ｗ 電圧 100Ｖ適合ランプ：直管ＬＥＤランプ

電圧 100～242Ｖ

光源寿命 40000 時間

本体：アルミダイカスト（オフブラック）

壁付型 LED（電球色)、ブラケット キューブタイプ

Ｗ＝230　Ｈ＝230　出しろ 268 Ｗ＝370　Ｈ＝370　出しろ 161

グローブ：ガラス（乳白つや消し仕上） グローブ：アクリル（乳白）

本体・枠：ステンレス（ミディアムグレーメタリック））

防雨型防雨型

Ｗ－12Ｃ－１１ Ｗ－13

２箇所（Ａ棟 1箇所  Ｂ棟 1箇所） ２箇所（Ａ棟 1箇所  Ｂ棟 1箇所） ２箇所（Ａ棟 1箇所  Ｂ棟 1箇所）

※　既設照明器具撤去処分

1,700

ＬＤＬ２０Ｓ×１

パナソニック　ＮＮＦＷ２１００１ＬＴ９

西 沢 建 築 設 計 事 務 所



事前調査 （Ａ棟）外壁廻り改善工事

一 級 建 築 士　  No. 117422　     　西 沢 雅 彦

西 沢 建 築 設 計 事 務 所
【特記事項】

Ｆ 01

備　　　考

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

直接仮設工事

外壁廻り改善工事

中央階段床、壁改善工事

外部天井面改善工事

１階ピロティ改善工事

防水改善工事

鉄部塗装改善工事

分電盤、鋼製建具等

外構工事改善工事

電気設備改善工事

解体撤去工事

№ 項　目 月

完
　
成

303120 10 20 31 10 20 2510 20 30 1010 20 31

事前調査
屋根改善工事

（Ａ棟）屋根改善工事

事前調査 （Ａ棟）中央階段床、壁改善工事

（Ａ棟）外部天井面改善工事

事前調査 （Ａ棟）１階ピロティ改善工事

（Ａ棟）防水改善工事

（Ａ棟）鉄部塗装改善工事

現場調査　準備

（Ａ棟）足場組立 （Ａ棟）足場解体

電気設備改善工事

既設軒樋撤去 既設サッシ廻りシーリング撤去

事前調査 （Ｂ棟）外壁廻り改善工事

（Ｂ棟）足場解体（Ｂ棟）足場組立

事前調査 （Ｂ棟）中央階段床、壁改善工事

（Ｂ棟）外部天井面改善工事

事前調査 （Ｂ棟）１階ピロティ改善工事

（Ｂ棟）防水改善工事

（Ｂ棟）鉄部塗装改善工事

外構工事改善工事

既設軒樋撤去 既設サッシ廻りシーリング撤去

８ ９ 10 11 12

令和元年度　市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事 概略工事工程表（参考図）

市営住宅山田ハイツ長寿命化型改善工事　　　概略工事工程表　　（参考図）
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